
   
 

 

 

 

CI-NET  LiteS 

 

実装規約 

Ver.2.1 ad.5 

指針・参考資料 

 

 

 

 

 

発行 

財団法人 建設業振興基金 

建設産業情報化推進センター 

R



 

 



    
 

Ver.2.1 ad.4 (2007.06.12) 
 

i

目次 
 
CI-NET LiteS 実装規約 指針・参考資料について  …………………………………  1 

 
A. 指針  
 
Ⅰ．CI-NET 対応のための ASP サービスに係る指針 第 1 版 ……………………… 7 
 
 
B. 参考資料   
 
Ⅰ．CSV インタフェース機能 …………………………………………………………… 51 
Ⅱ．設備見積・設備機器見積メッセージの CSV フォーマット ………………………… 99 
Ⅲ．標準企業コードとメールアドレスの関係に係る留意点 …………………………… 103 
Ⅳ．メールに添付された電子証明書を利用した電子証明書の本人性確認およびメッセージ

の完全性確認について …………………………………………………………… 109 
Ⅴ.電子契約データにおける注文業務帳票の印刷例 ……………………………… 117 
Ⅵ．CI-NET LiteS 実装規約における実際の運用上の留意点 …………………… 145 
Ⅶ．CI-NET LiteS における電子証明書更新の省力化について ………………… 193 
Ⅷ．CI-NET LiteS 利用者のための建設工事の電子契約についての解説 ……… 207 
Ⅸ．電子署名文書長期保存について ……………………………………………… 295 
Ⅹ．CI-NET LiteS における契約データの移管について ………………………… 327 
 
CI-NET LiteS 実装規約 指針・参考資料 Ver.2.1ad.4 からの主な追加・変更点 … 345 
 
 
 
 



Ver.2.1 ad.4 (2007.06.12) ii

. 



CI-NET LiteS 実装規約 指針・参考資料について 

Ver.2.1 ad.5 (2008.06.10) 1

CI-NET LiteS 実装規約 指針・参考資料について 

 

1.  CI-NET LiteS 実装規約の位置づけ 

 
CI-NET LiteS 実装規約1は、建設産業におけるオンラインデータ交換の標準である「CI-NET

標準ビジネスプロトコル2（以下「CI-NET 標準 BP」という。）」に準拠したもので、通信方式、メッセ

ージで使用するデータ項目など、CI-NET 標準 BP では取引当事者間で取り決める余地のある部

分を、実業務に則して要点を絞り込み分かり易く整備したものである。 
 これにより、システムを開発する方の負担が軽減されるものと期待される。 
 

   
CI-NET 標準 BP 

 
CI-NET LiteS 実装規約 

情報伝達規約 
 互いに使用する通信回線の種別

や、伝送制御手順などの取り決

め。 

通信方式 
セキュリティ方式 
技術データ（添付ファイル） 

情報表現規約 

 伝送するデータを双方のコンピュ

ータが理解できるようにするため

の、メッセージフォーマットやデー

タコードに関する取り決め。 

シンタックスルール 
メッセージ 
（CI-NET 標準 BP の標準メッセ

ージより選択したサブセット） 

業務運用規約 
 ネットワークシステムの運用時間、

障害対策などのシステム運用に

関する取り決め。 

 
CI-NET 標準 BP に準拠 

取引基本規約 
 EDI で行う取引業務を特定した

り、責任の分担を明らかにするな

どの基本的な取り決め。 

 
CI-NET 標準 BP に準拠 

 

 
図 1-1 CI-NET 標準 BP と CI-NET LiteS 実装規約の関係 

 

2. CI-NET LiteS 実装規約 指針・参考資料の位置づけ 

「CI-NET LiteS 実装規約」は、企業間で交換するデータ項目、ファイル形式等について取り決

                                                   
1 CI-NET LiteS 実装規約：本資料は、CI-NET LiteS 実装規約 Ver.2.1 ad.5（シーアイ・ネット・ライツ

実装規約バージョン 2.1 エィディ 5、2008 年 6 月 10 日版）の規約集である。ad.：addition、追加。 
2 CI-NET 標準ビジネスプロトコル：CI-NET 標準ビジネスプロトコル Ver.1.4 をいう。 
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めている。 
一方、「指針 3」は、CI-NET LiteS を利用した EDI においては、「CI-NET LiteS 実装規約」お

よび「指針」に準拠しているシステム間であれば、どのような環境であっても EDI が可能という基本

方針を実現するためのガイドを提示したものである。 
「参考資料3」は、そうしたデータ項目、ファイル形式等を処理するために必要となる社内の通信、

変換システム等の例を示したものであり、ユーザあるいはベンダが「CI-NET LiteS 実装規約」に

準拠したシステム、ソフト等を開発する際の援助となる事例として記載している。 
 
 

                                                   
3 指針・参考資料：「CI-NET LiteS 実装規約 Ver.2.1 ad.5 指針・参考資料(2008 年 6 月 10 日版)」
に記載されているものをいう。以下「CI-NET LiteS 実装規約 指針・参考資料」という。 
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１ 背景 
財団法人建設業振興基金 建設産業情報化推進センター（以下「推進センター」と

いう。）は「CI-NET1 LiteS2実装規約」を公表し、中堅・中小企業にまでインターネッ

トを利用して標準化された方法による電子データ交換（以下「EDI3」という。)の拡大を

目指している。 
従来、CI-NET LiteS では取引当事者間において相対で EDI を行うことを基本と

してきたが、ASP事業者4がCI-NET LiteS対応のサービスを提供し始めたことにより、

従来の相対による EDI 方式に加え ASP 事業者を介する EDI が開始されるに至った。

その結果、各社の業務体制やシステム化状況に応じた CI-NET LiteS の利用が可

能となり、EDI 導入が容易となった。 
推進センターにおいてはこのような状況に対応して、2001 年 1 月に指針「ASP 事

業者への CI-NET 対応についての指針（以下「指針 A.」という。) 第 1 版」、2002 年

3 月に「指針 A. 第 2 版」、更に 2002 年 9 月に「指針 A. 第 3 版」を公表し、既存の

CI-NET LiteS のシステム、ソフト等との間で円滑なデータ交換を実現するために必

要となる事項を指針として提示してきた。 
その後、複数の ASP 事業者がサービスを開始するに至り、ユーザが複数の ASP

に加入することなく EDI を行うためには、ASP と ASP 間の取引データのやり取りが求

められた。そこで、これに対処するために 2003 年 2 月に必要な要件を明確化した指

針「CI-NET 対応 ASP 事業者とのデータ交換に係る指針（以下「指針 B」という。) 第

1 版」を公表した。 
本指針「CI-NET 対応のための ASP サービスに係る指針（第 1 版）」は、「指針 A.

（第 3 版）」と「指針 B.（第 1 版）」を統合し、さらに、「ASP 連携のための実証実験

(2004 年度、国土交通省)」により明確になった実装仕様をこれに追加したものであ

る。 
 

                                                  
 

1 CI-NET（シーアイ・ネット：Construction Industry NETwork）： 標準化された方法でコンピュー

タ・ネットワークを利用し建設生産に関わる様々な企業間の情報交換を実現し、建設産業全体の生産性

向上を図ろうとするもの。詳細は、「5 CI-NET とは」を参照。 
2 CI-NET LiteS（シーアイ・ネット・ライツ）： CI-NET 標準に基づき、インターネット環境

のもとで電子メールを利用して簡易に EDI を行うための仕組み。 
3 EDI（イーディーアイ：Electronic Data Interchange）： 電子データ交換。企業間で行われる

受発注や資金決済などの取引のためのデータを通信回線を介して標準的な規約（可能な限り広く

合意された各種規約）によりコンピュータ（端末を含む）間でデータ交換することをいう。 
4 ASP 事業者(エーエスピー： Application Service Provider)： コンピュータ・ソフトウェアを販売する

代わりに、ネットワーク経由でソフトの機能を有償で提供する事業者。ユーザにとって、ブラウザ（デー

タ・ファイルの内容を表示するソフト）とインターネットを利用できればソフトウェアを利用できるため、ソフ

トウェアの導入、運用、更新等の手間をかける必要がなくなるメリットがある。 
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２ 目的 

本指針は、CI-NET LiteS 対応のシステムやソフトの利用企業が ASP サービス利

用企業と EDI を行う場合あるいは ASP サービス利用企業が自社利用の ASP とは異

なる ASP のサービス利用企業との間で EDI を行う場合において、CI-NET LiteS の

実装規約および指針に準拠しているシステム間であればどのような環境であっても

EDI が可能であることを保証するため、EDI を実施する上で ASP サービスに関わる

取引当事者やASP事業者のシステムや運用に係る実装仕様を提示するものである。 
また本指針により、新規の ASP事業者にとっても、CI-NET LiteSに準拠するため

の実装仕様を容易に理解でき、適切なサービス提供が可能となるものである。 
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３ 改訂履歴 

「ASP 事業者への CI-NET 対応についての指針」 
2001 年 1 月 第 1 版公表 
2002 年 2 月 第 2 版公表 

（主な改訂内容） 
2001 年 4 月の建設業法の改訂施行により、建設工事の請負契約の当事者が、請

負契約書の交付を書面に代えて情報通信技術を利用した方法により行なえること

になった。これに伴い電子署名の扱い方を本指針においても明確にした。 
2002 年 9 月 第 3 版公表 

（主な改訂内容） 
受信確認メッセージに対する電子署名者として、取引当事者のみに限らず ASP
事業者の電子署名でも可とした。 

 

「CI-NET 対応 ASP 事業者とのデータ交換に係る指針」 
2003 年 2 月 第 1 版公表 

（主な内容） 
ASP と ASP 間におけるデータ交換および CI-NET LiteS 導入済みの企業と複

数の ASP との間におけるデータ交換の指針を示した。 
 

「CI-NET 対応のための ASP サービスに係る指針」 
2006 年 6 月 第 1 版公表 

（主な内容） 
上記の二つの指針を統合・整理し、異なるASP間の連携の環境に必要とされる実

装仕様を追加した。 
 

４ 参照資料等 

i. 「CI-NET 標準ビジネスプロトコル Ver.1.4」 
ii. 「CI-NET LiteS 実装規約 Ver.2.1 ad.3」 
iii. 「CI-NET LiteS 利用者のための建設工事の電子契約についての解説」

（CI-NET LiteS 実装規約 Ver.2.1 ad.3 指針・参考資料 B.Ⅷ） 
iv. 「ASP 事業者のための CI-NET 対応に関する指針 第 3 版」（CI-NET 

LiteS 実装規約 Ver.2.1 ad.2 参考資料・指針 B.Ⅰ） 
v. 「CI-NET 対応 ASP 事業者とのデータ交換に係る指針 第 1 版」（CI-NET 

LiteS 実装規約 Ver.2.1 ad.2 参考資料・指針 B.Ⅱ） 
vi. 「メールに添付された電子証明書を利用した電子証明書の本人性確認およ

びメッセージの完全性確認について」（CI-NET LiteS 実装規約 Ver.2.1 
ad.3 指針・参考資料 B.Ⅳ） 
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５ CI-NET とは 

5.1 CI-NET 標準ビジネスプロトコルと CI-NET LiteS 実装規約 

 

CI-NET LiteS 実装規約5は、建設産業におけるオンラインデータ交換の標準である「CI-NET
標準ビジネスプロトコル6（以下「CI-NET 標準 BP」という。）」に準拠したもので、通信方式、メッセ

ージで使用するデータ項目など、CI-NET 標準 BP では取引当事者間で取り決める余地のある部

分を、実業務に則して要点を絞り込み分かり易く整備したものである。これにより、システムを開発

する方の負担が軽減されることを意図している。 
 

表 A.Ⅰ- 1 CI-NET 標準 BP と CI-NET LiteS 実装規約の関係 

   
CI-NET 標準 BP 

 
CI-NET LiteS 実装規約 

情報伝達規約 
 互いに使用する通信回線の種別

や、伝送制御手順などの取り決

め。 

通信方式 
セキュリティ方式 
技術データ（添付ファイル） 

情報表現規約 

 伝送するデータを双方のコンピュ

ータが理解できるようにするため

の、メッセージフォーマットやデー

タコードに関する取り決め。 

シンタックスルール 
メッセージ 
（CI-NET 標準 BP の標準メッセ

ージより選択したサブセット） 

業務運用規約 
 ネットワークシステムの運用時間、

障害対策などのシステム運用に

関する取り決め。 

 
CI-NET 標準 BP に準拠 

取引基本規約 
 EDI で行う取引業務を特定した

り、責任の分担を明らかにするな

どの基本的な取り決め。 

 
CI-NET 標準 BP に準拠 

 

 

 

                                                  
5 CI-NET LiteS 実装規約：本資料は、CI-NET LiteS 実装規約 Ver.2.1 ad.3（シーアイ・ネット・ライツ

実装規約バージョン 2.1 エィディ 3、2006 年 6 月 13 日版）の規約集である。ad.：addition、追加。 
6 CI-NET 標準ビジネスプロトコル：CI-NET 標準ビジネスプロトコル Ver.1.4 をいう。 
9 メッセージ： 厳密には CI-NET 標準 BP において定義される「メッセージ」に対して、CI-NET LiteS
実装規約はその「メッセージサブセット」を定義しているのであるが、本指針では、混乱の恐れがない限

り、ともに「メッセージ」と記載する。 
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5.2 標準企業コードと電子証明書 

CI-NET LiteS 実装規約に準拠した電子商取引では ASP の利用いかんに関わら

ず、取引先を識別するために標準企業コードと認証のために電子証明書を使用しな

ければならない。 
標準企業コードは図A.Ⅰ-1に示す構成を取る。標準企業コードの上6桁を企業識

別コードと呼び、各企業を識別するために企業ごとにコードが登録されている。このコ

ードは建設産業に限らず、日本の産業界全体で管理されているため、他の業界の企

業との重複は生じない。 
標準企業コードの下 6 桁を枝番と称し、支店や部署等を識別することが可能となっ

ている。 

標準企業コード(12桁)

企業識別コード(6桁) 枝番(6桁)

企業番号 支店・部署番号など

|| ||

 

図 A.Ⅰ- 1 標準企業コードを構成する企業識別コードと枝番 

 
5.3 CI-NET LiteS のメッセージ 

 
CI-NET LiteS 実装規約に定めるメッセージ9を表 A.Ⅰ-2 に示す。 
 
表 A.Ⅰ- 2 CI-NET LiteS 実装規約が定める業務毎のメッセージ 

 建築工事 土木工事 設備工事 

「見積業務」 

物件受注前 

建築見積メッセージ群

（建築見積依頼、建築

見積回答） 

未定 

設備見積メッセージ群 

（設備見積依頼、設備

見積回答、設備機器見

積依頼、設備機器見積

回答） 

「購買見積業務」 

物件受注後 
購買見積メッセージ群（購買見積依頼、購買見積回答、見積不採用通知） 

「注文業務」 

注文メッセージ群（確定注文、注文請け、合意解除申込、合意打切申込、鑑

項目合意変更申込、一方的解除通知、一方的打切通知、合意解除承諾、

合意打切承諾、鑑項目合意変更承諾） 

「出来高業務」、「立

替業務」、「支払業

務」 

出来高メッセージ群（出来高要請、出来高報告、出来高確認） 

立替メッセージ群（立替金報告、立替金確認） 

支払（請求）メッセージ群（請求、請求確認、支払通知） 

※CI-NET LiteS 実装規約 Ver.2.1 ad.3（2006.06.13）定義メッセージを示す。 
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なお、ASP の利用のいかんに関わらず本指針に記載する電子商取引は CI-NET 
LiteS 実装規約に従う必要がある。例えば、「注文業務」の技術データ10（添付資料）

を相手の了解なく追加・変更・削除してはならないなど、CI-NET LiteS 実装規約

Ver.2.1 ad.3 で新規に定められた規約内容についても注意を払う必要がある。 
 

                                                  
10 技術データ： 例えば、発注条件書、特記事項、図面、製品仕様書（カタログ）等がある。なお注文請

け書における技術データの取り扱いについては、CI-NET LiteS 実装規約「B.情報表現規約 Ⅵ.注文

メッセージ  1.3 (1) 注文請けメッセージにおける「技術データ」の取り扱い」に注意事項を記載してい

る。 



 
A.Ⅰ.CI-NET 対応のための ASP サービスに係る指針 

 

 
Ver.2.1 ad.5 (2008.06.10)17

６ 指針 

6.1 指針の適用範囲 

本指針は、電送経路に ASP が仲介する場合でも、CI-NET が狙いとしてきた

「CI-NET LiteS を利用した EDI においては、CI-NET LiteS 実装規約および指針

に準拠しているシステム間であればどのような環境であっても EDI が可能」という基本

方針を実現するため、CI-NET LiteS 対応 ASP 事業者および CI-NET LiteS 対応

ソフト利用企業11である図 A.Ⅰ-2 における A 社を対象として、システムおよび運用に

係る事項の指針を提示するものである。 
従って本指針では、CI-NET LiteS 対応ソフト利用企業が ASP サービス利用企業

と EDI を行う場合と、ASP サービス利用企業が自社利用の ASP とは異なる ASP の

サービス利用企業との間で EDI を行う場合に分けて実装仕様を記述する（図 A.Ⅰ
-2）。 

 
ケース1. CI-NET LiteS 対応ソフト利用企業と ASP サービス利用企業間の EDI 

ケース2. 異なる ASP のサービス利用企業間の EDI 

 

ASP-Y社 ASPサービス利用企業

ASP-X社 ASPサービス利用企業

A社

B社

C社

D社

E社

F社

G社

ブラウザ
方式

ブラウザ
方式

メール方式

H社

メール方式

メール方式

本指針
ケース２

本指針
ケース１

メ
ー
ル
方
式

本指針
ケース１

ASP-Y社 ASPサービス利用企業

ASP-X社 ASPサービス利用企業

A社

B社

C社

D社

E社

F社

G社

ブラウザ
方式

ブラウザ
方式

メール方式

H社

メール方式

メール方式

本指針
ケース２

本指針
ケース１

メ
ー
ル
方
式

本指針
ケース１

 

図 A.Ⅰ- 2 本指針対象の概念図 

 

                                                  
11 CI-NET LiteS 対応ソフト利用企業： CI-NET LiteS 対応のシステム、ソフト等あるいは自

社開発システムを所有する企業、 

図 A.Ⅰ- 2における A 社、H 社 
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6.2 （ケース 1）CI-NET LiteS 対応ソフト利用企業と ASP サービス利用企業間の EDI 

ASP 事業者(図 A.Ⅰ-3 における ASP-X 社)は、CI-NET LiteS 対応ソフト利

用企業が、システムを変更することなく複数の ASP 事業者とも接続できるよう、

CI-NET LiteS 実装規約に準拠した電子メールによるデータ交換手段を提供す

る。 
なお CI-NET LiteS 対応ソフト利用企業は、発注者および受注者のいずれの

場合もあり得る。例えば、図 A.Ⅰ-3 の A 社が発注者であっても受注者であっ

ても、上記の運用が適用される。 
 

 

図 A.Ⅰ- 3 ケース 1 における EDI の概念図 

 

(1) A 社と ASP-X 社間で使用する通信方式 

A 社と ASP-X 社間では、CI-NET LiteS 実装規約に規定する電子メール方式で

行う。その際、メール・ヘッダの送信者（From 行）、受信者（To 行）の設定は、表 A.Ⅰ
-3 の通りとする。 

 

表 A.Ⅰ- 3 メール・ヘッダの設定（ケース 1） 

 A 社→B 社の場合 B 社→A 社の場合 

From 行 A 社のメールアドレス ASP-X 社のメールアドレス 

To 行 ASP-X 社のメールアドレス A 社のメールアドレス 

 

(2) 暗号化 

A 社と ASP-X 社間では、CI-NET LiteS 実装規約に規定する公開鍵暗号方式を

使用する。その際、共通鍵を暗号化するために用いる公開鍵は、表 A.Ⅰ-4 の通りと

する。 
 

A社

ASP-X社 ASP内ではASP-X社の通信プロトコルに

よるデータ交換

CI-NET
LiteS

B社

C社

D社

ブラウザ
方式

ユーザー側
システム

積算
購買
原価
など

データ
連携

A社の
標準企業コード

メール
方式

B社の
標準企業コード

C社の
標準企業コード

D社の
標準企業コード企業識別

は標準企
業コードに

よる

A社

ASP-X社 ASP内ではASP-X社の通信プロトコルに

よるデータ交換

CI-NET
LiteS

B社

C社

D社

ブラウザ
方式

ユーザー側
システム

積算
購買
原価
など

データ
連携

A社の
標準企業コード

メール
方式

B社の
標準企業コード

C社の
標準企業コード

D社の
標準企業コード企業識別

は標準企
業コードに

よる
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表 A.Ⅰ- 4 共通鍵の暗号化方法（ケース 1） 

 A 社→B 社の場合 B 社→A 社の場合 

暗号化に用いる公開鍵 ASP-X の公開鍵 A 社の公開鍵 

 
(3) 本人性確認の方式 

受信者が送信者の本人性を確認するための実装仕様は、CI-NET LiteS 実装規

約 Ver.2.1 ad.3 指針・参考資料「B.Ⅳ.メールに添付された電子証明書を利用した電

子証明書の本人性確認およびメッセージの完全性確認について」に準拠するものと

する。具体的な手順例については「7 指針に関する解説」に示す。 
 

(4) 受信確認メッセージの取り扱い 

A社から、ASP-X社のサービス利用企業B社に電文を送信する場合、その電文に

対する受信確認メッセージの電子署名の取り扱いは、以下のいずれでもよいものとす

る。 
(a) 受信者 B 社の秘密鍵によって作成した電子署名を付けて受信確認メッセー

ジを送信 
(b)  受信側 ASP-X 社の秘密鍵によって作成した電子署名を付けて受信確認メッ

セージを送信 
A 社から、ASP-X 社のサービス利用企業 B 社へ送信する場合、受信確認メッセー

ジの送信タイミングは B 社による開封時ではなく、ASP-X 社が提供するシステムが暗

号化されたメッセージを復号しトランスレーションを行った結果正しい変換ができたと

きに、トランスレータが受信確認メッセージを作成して送信者に送るものとする（図 A.
Ⅰ-4）。 

 

 

図 A.Ⅰ- 4 受信確認のタイミング(ケース 1) 

 

 

EDI
-DB

Mail
BOX

A社 B社

Mail
BOX

ASP事業者(ASP-X社)

E
D

I

業
務
ア
プ
リ

ブ
ラ
ウ
ザ

業
務
ア
プ
リ

C
II-

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
部

暗
号
化
・
署
名

メ
ー
ル
送
受
信
部

電文

EDI
-DB

C
II-

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
部

復
号
・
署
名
検
証

DB格納時

メ
ー
ル
送
受
信
部

受信確認メッセージ

EDI
-DB

Mail
BOX

A社 B社

Mail
BOX

ASP事業者(ASP-X社)

E
D

I

業
務
ア
プ
リ

ブ
ラ
ウ
ザ

業
務
ア
プ
リ

C
II-

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
部

暗
号
化
・
署
名

メ
ー
ル
送
受
信
部

電文

EDI
-DB

C
II-

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
部

復
号
・
署
名
検
証

DB格納時

メ
ー
ル
送
受
信
部

受信確認メッセージ



 
A.Ⅰ.CI-NET 対応のための ASP サービスに係る指針 

 
Ver.2.1 ad.5 (2008.06.10) 20

(5) 伝送経路上の ASP 事業者の責任分界点 

CI-NET LiteS による EDI の伝送経路上の ASP 事業者の責任分界点は、以下の

通りとする（図 A.Ⅰ-5）。 
(a) A 社：（イ）の範囲 
(b) ASP-X 社：（ロ）の範囲 

  

 

図 A.Ⅰ- 5 責任分界点(ケース 1) 

 

(6) ASP 事業者と CI-NET LiteS 対応ソフト利用企業との接続 

ASP 事業者は、自社 ASP のサービス利用企業が、図 A.Ⅰ-3 の A 社のような

CI-NET LiteS 対応ソフト利用企業との取引にも対応できるように、ASP 外の企業を

接続先として登録するサービスを整備することが望まれる。 
 

AP:アクセスポイント

(イ) A社の責任範囲

A社の
担当者

データの流れ

AP インター
ネット

AP APAP インター
ネット

B社の
担当者

A社

自社システム

メール
ボックス

ASP-X社

ASPサービス
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(ロ) ASP-X社の責任範囲

AP:アクセスポイント
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A社の
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データの流れ

APAP インター
ネット
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ネット

APAP APAPAPAP インター
ネット
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B社の
担当者
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自社システム

メール
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ASP-X社
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6.3 （ケース 2）異なる ASP のサービス利用企業間の EDI 

図 A.Ⅰ-6 の発注者 C 社と受注者 D 社の関係のように、異なる ASP を利用する企

業間で EDI を行うためには、双方の企業が加入するそれぞれの ASP 間で取引デー

タのやり取りが可能とならなければならない。このような異なる ASP での関係(以下

「ASP 連携」という。)を実現するため、ASP 事業者は以下の項目に係る対応を行わ

なければならない。 

ASP-Y社 ASPサービス利用企業

ASP-X社 ASPサービス利用企業

受注者A社

受注者B社

受注者E社

受注者F社

ブラウザ
方式

ブラウザ
方式

発注者C社

ケース２

異なるASPのサービス利用
企業間の取引は、加入して
いる双方のASP間において
システム的に取引データの

やり取りを実施

受注者D社

メール方式

ASP-Y社 ASPサービス利用企業

ASP-X社 ASPサービス利用企業

受注者A社

受注者B社

受注者E社

受注者F社

ブラウザ
方式

ブラウザ
方式

発注者C社

ケース２

異なるASPのサービス利用
企業間の取引は、加入して
いる双方のASP間において
システム的に取引データの

やり取りを実施

受注者D社

メール方式

 

図 A.Ⅰ- 6 ケース 2 の EDI 概念図 

 

(1) 異なる ASP のサービス利用者間の取引を仲介する ASP 事業者 

異なる ASP を利用する企業間での取引経路において、取引当事者双方の企業が

加入する 2 つの ASP 事業者のみが仲介する EDI 方式とし、他のＡＳＰ事業者を経由

できない。 
 

(2) ASP 間で使用する通信方式 

ASP と ASP 間では、CI-NET LiteS 実装規約に規定する電子メール方式で行う。

その際、メール・ヘッダの送信者（From 行）、受信者（To 行）の設定は、以下の通りと

する。 
From 行 ：送信側 ASP のメールアドレス 
To 行 ：受信側 ASP のメールアドレス 
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(3) 暗号化 

ASP と ASP 間では、CI-NET LiteS 実装規約に規定する公開鍵暗号方式を使用

する。その際、送信者が加入する ASP 事業者は、受信者が加入する ASP 事業者の

公開鍵を使用して共通鍵を暗号化する。 
 

(4) 本人性確認の方式 

受信者が送信者の本人性を確認するための実装仕様は、CI-NET LiteS 実装規

約 Ver.2.1 ad.3 指針・参考資料「B.Ⅳ.メールに添付された電子証明書を利用した電

子証明書の本人性確認およびメッセージの完全性確認について」に準拠するものと

する。具体的な手順例については「7 指針に関する解説」に示す。 
 

(5) 受信確認メッセージの取り扱い 

ASP サービス利用者が自社と異なる ASP のサービス利用者に電文を送信する場

合、その電文に対する受信確認メッセージの電子署名の取り扱いは、以下のいずれ

でもよいものとする。 
(a) 受信者は、自社の秘密鍵によって作成した電子署名を付けて受信確認メッ

セージを送信 
(b) 受信側の ASP 事業者は、自社の秘密鍵によって作成した電子署名を付け

て受信確認メッセージを送信 
 

受信確認メッセージの送信タイミングはＡＳＰサービス利用者による開封時ではなく、

ＡＳＰ事業者が提供するシステムが暗号化されたメッセージを復号し、トランスレーショ

ンを行った結果正しい変換ができたときに、トランスレータが受信確認メッセージを作

成して送信者に送るものとする（図 A.Ⅰ-7）。 
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図 A.Ⅰ- 7 受信確認メッセージのタイミング（ケース 2） 
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(6) 伝送経路上の ASP 間の責任分界点 

CI-NET LiteS による EDI の伝送経路上の責任分界点は、以下の通りとする（図

A.Ⅰ-8）。 
(a) 送信側の ASP 事業者(ASP-X)：（イ）の範囲 
(b) 受信側の ASP 事業者(ASP-Y)：（ロ）の範囲 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

図 A.Ⅰ- 8 責任分界点（ケース 2） 

 

(7) ASP 事業者間での必要な調整事項 

ASP と ASP 間でのデータ交換を行う場合において ASP 事業者は、自社 ASP の

サービス利用企業が CI-NET LiteS を利用した EDI を円滑に行えるよう、相手となる

ASP 事業者との間でデータ交換のために運営上必要となる次の事項についてあらか

じめ調整し了解しておくことが必要とされる。詳細は、「7.2 ASP 事業者間の調整事

項について」において記述する。 
7.2.1  ASP 連携を開始する際のフロー 
7.2.2  ASP 連携時の障害対応のフロー 
7.2.3  ASP 連携のために共有する利用者情報の推奨案 
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７ 指針に関する解説 
7.1 ASP のシステム設定について 

7.1.1 標準企業コード、電子証明書、電子メールアドレス 

 
ASP 事業者は、CI-NET LiteS に準拠した EDI 取引サービスを提供するために、

次のものを取得しておく必要がある。 
(1) ASP 事業者(自社)の標準企業コード 
(2) 認証局より発行された ASP 事業者の電子証明書（公開鍵付き） 
(3) 電文のやり取りを行うための ASP 事業者のメールアドレス 

 
7.1.2 （ケース 1）CI-NET LiteS 導入済み企業と ASP サービス利用企業間の EDI 

 
例えば表 A.Ⅰ-2や図 A.Ⅰ-3において、発注者の A 社から ASP 事業者 ASP-X

社のサービス利用者である受注者の B 社へ電文を送信する際のデータ交換は、

図 A.Ⅰ-9 のように行われる。 
 

 

図 A.Ⅰ- 9 メール・ヘッダ設定と暗号化に係る処理（ケース 1） 
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(1) 暗号化とパラメータ設定について 

A 社と ASP 事業者 ASP-X 社との間で交換される電文は、CI-NET LiteS 実装

規約に準拠している必要がある（図 A.Ⅰ-10）。同図においてデータ部は、CII シン

タックスに準拠した CI-NET 形式データ(メッセージ)および技術データが格納されて

いる。同図吹き出し中に記述したパラメータは本指針に示すように適切に設定する

必要がある。 
図 A.Ⅰ-10 の暗号化部分は共通鍵で暗号化するのだが、共通鍵は受信者メール

アドレスの所有者、すなわち A 社が ASP サービス利用企業の B 社に送るときは

ASP-X 社の公開鍵で暗号化を行う。逆に B 社が A 社に送るときには A 社の公開鍵

で暗号化を行う。これは、A 社は ASP サービスを利用しておらず、B 社は ASP サー

ビスを利用していることによる。 
 

 

図 A.Ⅰ- 10 電文の構造（ケース 1 およびケース 2） 
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電文が B 社からのものであることを認識する。 
  

表 A.Ⅰ- 5 共通鍵の暗号化方法（ケース 1） 

  ※：必須ではない 

 

(b) A 社が ASP-X 社に B 社の電文を送信する場合 
A 社が B 社宛の電文（例えば、再見積依頼や確定注文等）を ASP-X 社に送信す

る場合には、図 A.Ⅰ-10 に示したパラメータは表 A.Ⅰ-6 のの通り設定する。また、A
社は、受信者メールアドレスに設定する送信相手、すなわち ASP-X 社の公開鍵を

予め取得し、その公開鍵で共通鍵の暗号化を行う。 
その電文を受信したASP-X社は、ASP-X社の秘密鍵で共通鍵を復号し、その共

通鍵で電文を復号する。ASP-X 社は、[C09]受信者コードおよび[5]受注者コードが

B 社であることで、当該電文が B 社宛のものであることを認識する。 
 

表 A.Ⅰ- 6 発注者 A 社から ASP-X 社への電文のパラメータ（ケース 1） 

※：必須ではない 

 

 

 

 

 

データ項目 設定方法 

[C06]発信者コード B 社の標準企業コード 

[C09]受信者コード A 社の標準企業コード 

[C05]発信センターコード ※ ASP-X 社の標準企業コード 
・CII メッセージグループ・ヘッダ 

[C08]受信センターコード ※ 設定不要 

[4]発注者コード A 社の標準企業コード  

・CI-NET メッセージ [5]受注者コード B 社の標準企業コード 

・電子署名(+電子証明書) B 社の電子署名 

・共通鍵の暗号化 A 社の公開鍵で暗号化 

データ項目 設定方法 

[C06]発信者コード A 社の標準企業コード 

[C09]受信者コード B 社の標準企業コード 

[C05]発信センターコード ※ 設定不要 
・CII メッセージグループ・ヘッダ 

[C08]受信センターコード ※ ASP-X 社の標準企業コード 

[4]発注者コード A 社の標準企業コード 
・CI-NET メッセージ 

[5]受注者コード B 社の標準企業コード 

・電子署名(+電子証明書) A 社の電子署名 

・共通鍵の暗号化 ASP-X 社の公開鍵で暗号化 
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(2) 本人性確認について 

A 社と ASP-X 間の接続環境を図 A.Ⅰ-11 のように想定する。 
 

 

図 A.Ⅰ- 11 接続環境（ケース 1） 

 
(a） 発注者 A 社が受注者 B 社の電文を ASP-X 社に送信する場合の仕様 

A 社の電文（例えば、購買見積依頼メッセージや確定注文メッセージ等）を B 社に送

信する場合（図 A.Ⅰ-12）には、表 A.Ⅰ-7 に示す各項目を設定する必要がある。電子

署名は、必ず A 社の電子署名でなくてはならない。その電文を受信した ASP-X 社は、

ASP-X 社の秘密鍵で共通鍵を復号し、その共通鍵で電文を復号して、表 A.Ⅰ-7 の各

処理により、当該電文が A 社からのものであることを確認する（図 A.Ⅰ-13）。 
 

 

図 A.Ⅰ- 12  A 社から B 社への電文送信（ケース 1） 
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表 A.Ⅰ- 7 発注者 A 社から受信した電文の本人性確認（ケース 1） 

○受信処理 A 社→B 社 (ASP-X 社での処理) 

処理項目 内容 

・センター確認※ 
CIIメッセージグループ・ヘッダの[C08]受信センターコードがASP-X
社の標準企業コードであること ※ 

・共通鍵の復号 ASP-X 社の秘密鍵 

比較①CII メッセージグループ・ヘッダの発信者コードの標準企業
コード(12 桁)と、CI-NET メッセージ中の発注者コードの標準企業コ
ード(12 桁)が同じであること（CII シンタックスルールより） 

比較②メッセージグループ・ヘッダの発信者コードの企業識別コー
ド(標準企業コード上 6 桁)と ASP-X 社内の送受信マスタに登録さ
れているA社の企業識別コード(標準企業コード上6桁)が同一であ
ること 

・本人性確認処理 
（比較①&②または①&③に
て、確かに発注者 A 社から
の電文であることを確認す
る） 
 比較③CI-NET メッセージ中の発注者コードの企業識別コード(標

準企業コード上 6 桁)と ASP-X 社内の送受信マスタに登録されてい
る A 社の企業識別コード(標準企業コード上 6 桁)が同一であること

・署名検証 
（比較④にて A 社の電子証
明書であることを確認する） 

比較④送信者の電子証明書内の企業識別コード(標準企業コード
上 6 桁)と ASP-X 送受信マスタに登録されている A 社の企業識別
コード(標準企業コード上 6 桁)が同一であること 

※：必須ではない 

 
 

 

図 A.Ⅰ- 13 発注者からの電文の本人性確認（ケース 1） 

 
(b） 受注者 B 社から発注者 A 社への電文を ASP-X 社が送信する場合の実装仕様 

B 社の電文（例えば、購買見積回答メッセージや注文請けメッセージ等）を A 社に送

信する場合（図 A.Ⅰ-14）には、ASP-X 社は表 A.Ⅰ-8 に示す各項目を設定する必要が

ある。電子署名は、必ず B 社の電子署名でなくてはならない。その電文を受信した A 社

は、ASP-X 社の秘密鍵で共通鍵を復号し、その共通鍵で電文を復号して、表 A.Ⅰ-8
の各処理により、当該電文が B 社からのものであることを確認する（図 A.Ⅰ-15）。 
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図 A.Ⅰ- 14  B 社から A 社への電文送信（ケース 1） 

 
表 A.Ⅰ- 8 受注者 B 社から受信した電文の本人性確認（ケース 1） 

○受信処理 B 社→A 社 (A 社での処理) 

処理項目 内容 

・センター確認※ 
CIIメッセージグループ・ヘッダの[C08]受信センターコードがASP-X
社の標準企業コードであること ※ 

・共通鍵の復号 A 社の秘密鍵 

比較①CII メッセージグループ・ヘッダの発信者コードの標準企業
コード(12 桁)と、CI-NET メッセージ中の受注者コードの標準企業コ
ード(12 桁)が同じであること（CII シンタックスルールより） 

比較②メッセージグループ・ヘッダの発信者コードの企業識別コー
ド(標準企業コード上 6 桁)と A 社内の送受信マスタに登録されてい
る B 社の企業識別コード(標準企業コード上 6 桁)が同一であること

・本人性確認処理 
（比較①&②または①&③に
て、確かに発注者 B 社から
の電文であることを確認す
る） 
 比較③CI-NET メッセージ中の受注者コードの企業識別コード(標

準企業コード上 6 桁)と A 社内の送受信マスタに登録されている B
社の企業識別コード(標準企業コード上 6 桁)が同一であること 

・署名検証 
（比較④で B 社の電子証明
書であることを確認する） 
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上 6 桁)と A 送受信マスタに登録されている B 社の企業識別コード
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※：必須ではない 
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図 A.Ⅰ- 15 受注者からの電文の本人性確認（ケース 1） 

 
(3) 受信確認メッセージの扱い 

 
ASP-X 社が介在する電文の受信確認メッセージの扱いは、受信確認メッセージ

は取引関係情報ではないため例外処理として電子署名および電子証明書を

ASP-X 社のものとすることができる（表 A.Ⅰ-9）。 
 

表 A.Ⅰ- 9 受信確認メッセージのパラメータ（ケース 1） 

データ項目 設定方法 

[C06]発信者コード B 社の標準企業コード 

[C09]受信者コード A 社の標準企業コード ・CII メッセージグループ・ヘッダ 

[C08]受信センターコード※ ASP-X 社の標準企業コード 

・電子署名(+電子証明書) ASP-X 社または B 社の電子署名 

・共通鍵の暗号化 A 社の公開鍵で暗号化 

※：必須ではない 

 

受信確認メッセージ送信のタイミングは、A 社からの電文がユーザエリアに到達し

た時点で ASP-X 社は受信確認メッセージを返信するようにする。具体的には、暗号
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意味しない。例えば、発注メッセージの受信済ステータスをこのメッセージで送信者

へ通知しても、発注契約は成立しない。受信確認メッセージは、システム上の電文受

信が成立したことを、送信者に伝達するものである。」となっているためである。 
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7.1.3 （ケース 2）異なる ASP のサービス利用企業間の EDI 

 
例えば図 A.Ⅰ-6 において、ASP 事業者 ASP-X 社および ASP-Y 社を介し、発

注者である C 社と受注者である D 社が取引を行う際のデータ交換は、図 A.Ⅰ-16
の通り行われる。 

 

 

図 A.Ⅰ- 16 メール・ヘッダ設定と暗号化に係る処理（ケース 2） 

 
(1) 本指針における「6.3 (1)異なる ASP のサービス利用者間の取引を仲介する ASP 事業

者」について 

取引当事者双方の企業が加入するASP事業者（ASP-X社、ASP-Y社）以外に、

図 A.Ⅰ-17 に示すように ASP-Z 社などが仲介する取引経路での EDI の形態は許

容しない。 

 

図 A.Ⅰ- 17 異なる ASP 間の取引経路 
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(2) 暗号化について 

ASP 事業者間で交換される電文は、CI-NET LiteS 実装規約に準拠している必

要がある(図 A.Ⅰ-10)。同図においての全体の暗号化部分は共通鍵で暗号化し、そ

の共通鍵そのものは受信側 ASP の公開鍵で暗号化する。 
 

 
(3) 本人性確認とパラメータ設定について 

ASP-ASP 間の接続環境を図 A.Ⅰ-18 のように想定する。この例では、ASP-X 社

は ASP 事業者、C 社は ASP-X 社のサービス利用企業、ASP-Y 社は ASP-X 社と

は別の ASP 事業者、D 社は ASP-Y 社のサービス利用企業とする。 
 

 

図 A.Ⅰ- 18  ASP-ASP 間の接続環境（ケース 2） 

 

(a) ASP-X 社が受注者 D 社に発注者 C 社の電文を送信する場合の実装仕様 
C 社の電文（例えば、購買見積依頼メッセージや確定注文メッセージ等）を

ASP-X 社が D 社に送信する場合には、表 A.Ⅰ-10(a)に示す各項目を設定する必

要がある。電子署名は、必ず C 社の電子署名でなくてはならない。また、ASP-X 社

は予め取得しておいた ASP-Y 社の公開鍵を用いて共通鍵の暗号化を行う。 
その電文を受信したASP-Y社は、ASP-Y社の秘密鍵で共通鍵を復号し、その共

通鍵で電文を復号して、表 A.Ⅰ-10(b)の各処理により当該電文が C 社からのもので

あることを確認する(図 A.Ⅰ-19)。 
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 表 A.Ⅰ- 10 発注者 C 社から受注者 D 社への電文のパラメータ（ケース 2） 

(a)送信処理 C 社→D 社 （ASP-X 社での処理） 

データ項目 設定方法 データ項目 

[C05]発信センターコード ※ ASP-X 社の標準企業コード ※

[C06]発信者コード C 社の標準企業コード 

[C08]受信センターコード ※ ASP-Y 社の標準企業コード ※
・CII メッセージグループ・ヘッダ 

[C09]受信者コード D 社の標準企業コード 

[4]発注者コード C 社の標準企業コード 
・CI-NET メッセージ 

[5]受注者コード D 社の標準企業コード 

・電子署名 C 社の電子署名 

・共通鍵の暗号化 ASP-Y 社の公開鍵を用いる 

※：必須ではない

     
(b)受信処理 C 社→D 社 (ASP-Y 社での処理) 

処理項目 内容 

・センター確認※ 
CII メッセージグループ・ヘッダの[C08]受信センターコードが
ASP-Y 社の標準企業コードであること ※ 

・共通鍵の復号 ASP-Y 社の秘密鍵 

比較①CII メッセージグループ・ヘッダの発信者コードの標準企業
コード(12 桁)と、CI-NET メッセージ中の発注者コードの標準企業コ
ード(12 桁)が同じであること（CII シンタックスルールより） 

比較②メッセージグループ・ヘッダの発信者コードの企業識別コー
ド(標準企業コード上 6 桁)と ASP-Y 社内の送受信マスタに登録さ
れている C 社の企業識別コード(標準企業コード上 6 桁)が同一で
あること 

・本人性確認処理 
（比較①&②または①&③に
て、確かに発注者 C 社から
の電文であることを確認す
る） 
 比較③CI-NET メッセージ中の発注者コードの企業識別コード(標

準企業コード上 6 桁)と ASP-Y 社内の送受信マスタに登録されて
いる C 社の企業識別コード(標準企業コード上 6 桁)が同一であるこ
と 

・署名検証 
（比較④で C 社の電子証明
書であることを確認する） 

比較④送信者の電子証明書内の企業識別コード(標準企業コード
上 6 桁)と ASP-Y 送受信マスタに登録されている C 社の企業識別
コード(標準企業コード上 6 桁)が同一であること 

※：必須ではない 

 

図 A.Ⅰ- 19 発注者からの電文の本人性確認（ケース 2） 
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(b) ASP-Y 社が発注者 C 社に受注者 D 社の電文を送信する場合の実装仕様 
D 社の電文（例えば、購買見積回答メッセージや注文請けメッセージ等）を

ASP-Y 社が C 社に送信する場合には、表 A.Ⅰ-11(a)に示す各項目を設定する必

要がある。電子署名は、必ず D 社の電子署名でなくてはならない。また、ASP-Y 社

は予め取得した ASP-X 社の公開鍵を用いて共通鍵の暗号化を行う。その電文を受

信した ASP-X 社は、ASP-X 社の秘密鍵で共通鍵を復号し、その共通鍵で電文を

復号して、表 A.Ⅰ-11(b)の各処理により、当該電文が D 社からのものであることを確

認する（図 A.Ⅰ-20）。 
 

表 A.Ⅰ- 11 受注者 D 社から発注者 B 社への電文のパラメータ（ケース 2） 

(a)送信処理 D 社→C 社 (ASP-Y 社での処理) 

データ項目 設定方法 データ項目 

[C05]発信センターコード ※ ASP-Y 社の標準企業コード ※

[C06]発信者コード D 社の標準企業コード 

[C08]受信センターコード ※ ASP-X 社の標準企業コード ※
・CII メッセージグループ・ヘッダ 

[C09]受信者コード C 社の標準企業コード 

[4]発注者コード C 社の標準企業コード 
・CI-NET メッセージ 

[5]受注者コード D 社の標準企業コード 

・電子署名 D 社の電子署名 

・共通鍵の暗号化 ASP-X 社の公開鍵を用いる 

※：必須ではない

 
(b)受信処理 D 社→C 社 (ASP-X 社での処理) 

処理項目 内容 

・センター確認※ 
CIIメッセージグループ・ヘッダの[C08]受信センターコードがASP-Y
社の標準企業コードであること ※ 

・共通鍵の復号 ASP-X 社の秘密鍵 

比較①CII メッセージグループ・ヘッダの発信者コードの標準企業
コード(12 桁)と、CI-NET メッセージ中の受注者コードの標準企業コ
ード(12 桁)が同じであること(CII シンタックスルールより) 

比較②メッセージグループ・ヘッダの発信者コードの企業識別コー
ド(標準企業コード上 6 桁)と ASP-X 社内の送受信マスタに登録さ
れているD社の企業識別コード(標準企業コード上6桁)が同一であ
ること 

・本人性確認処理 
（比較①&②または①&③に
て、確かに受注者 D 社から
の電文であることを確認す
る） 

比較③CI-NET メッセージ中の受注者コードの企業識別コード(標
準企業コード上 6 桁)と ASP-X 社内の送受信マスタに登録されてい
る D 社の企業識別コード(標準企業コード上 6 桁)が同一であること

・署名検証 
（比較④で D 社の電子証明
書であることを確認する） 

比較④電文中の電子証明書内の企業識別コード(標準企業コード
上 6 桁)と ASP-X 送受信マスタに登録されている D 社の企業識別
コード(標準企業コード上 6 桁)が同一であること 

※：必須ではない 
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図 A.Ⅰ- 20 受注者 D 社からの電文の本人性確認（ケース 2） 

 
 

(4) 受信確認メッセージの取扱いについて 

ASP-Y 社が自社 ASP サービス利用者 D 社の受信確認メッセージを C 社宛に送

信する場合に設定するパラメータは、表 A.Ⅰ-12 の通りとなる。 
 

表 A.Ⅰ- 12 受信確認メッセージのパラメータ（ケース 2） 

データ項目 設定方法 

[C06]発信者コード D 社の標準企業コード 

[C09]受信者コード C 社の標準企業コード 
・CII メッセージグループ・ヘッダ 

 
[C08]受信センターコード※ ASP-Y 社の標準企業コード 

・電子署名(+電子証明書) ASP-Y 社または D 社の電子署名 

・共通鍵の暗号化 ASP-X 社の公開鍵で暗号化 

※：必須ではない 

 
電文がユーザエリアに到達した時点で受信側の ASP 事業者は受信確認メッセー

ジを返信するようにする。具体的には、暗号化されたメッセージを復号し、トランスレ

ーションにより正しい変換ができた場合にトランスレータが受信確認メッセージを作

成して送信者に送るものと考えることができる。その理由は、CII シンタックスルール 
バージョン 1.11 および 1.51 では、「受信確認メッセージとは、業務メッセージの受信

済ステータスを、業務メッセージの受信者から送信者へ知らせるメッセージであり、こ

のメッセージの発信は、業務上の約束の成立を意味しない。例えば、発注メッセー

ジの受信済ステータスをこのメッセージで送信者へ通知しても、発注契約は成立し

ない。受信確認メッセージは、システム上の電文受信が成立したことを、送信者に伝

達するものである。」となっているためである。 

メッセージグループヘッダ内
発信者コード

メッセージ内
受注者標準企業コード

送信者の電子証明書内
標準企業コード
メールアドレス
公開鍵

メールヘッダ内From行 : D@D.com

ASP-X社の送受信先マスタ（事前に取得している取引先に関する情報）

送信用
メールアドレス 電子証明書情報

アドレスD 標準企業コードD ・・・・・・

：
：
：

：
：
：

企業D

企業Dからの電文の内容
企業名

比較④

：
：
：

：
：
：

：
：
：

：
：
：

比較③

比較②

比較①

メッセージグループヘッダ内
発信者コード

メッセージ内
受注者標準企業コード

送信者の電子証明書内
標準企業コード
メールアドレス
公開鍵

メールヘッダ内From行 : D@D.com

ASP-X社の送受信先マスタ（事前に取得している取引先に関する情報）

送信用
メールアドレス 電子証明書情報

アドレスD 標準企業コードD ・・・・・・

：
：
：

：
：
：

企業D

企業Dからの電文の内容
企業名

比較④

：
：
：

：
：
：

：
：
：

：
：
：

比較③

比較②

比較①
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7.2 ASP 事業者間の調整事項について 

 

7.2.1 ASP 連携を開始する際のフロー 

EDI を実施することを合意した取引当事者が異なる ASP を利用している場合は、

「6.3 （ケース 2）異なる ASP のサービス利用企業間の EDI」に相当する。この場合、

ASP 連携のために、まず発注者が双方の ASP に対して接続先の登録を行うこととし、

次の手続きによる。 
(a) ASP-X 社に受注者 D 社を接続先として登録する。 

発注者 C 社は、D 社から登録手続きに必要となる受注者情報の提供を受け、自

社が利用している ASP-X社に接続先受注者D社の登録手続きを行う。受注者情報

には、受注者が利用している ASP-Y 社に関する情報を含むこととする。 
ASP-X 社は、登録手続きで提供された受注者情報に基づき、接続先受注者への

登録を行い、登録が完了した時点でその旨を発注者に通知する。 
(b) ASP-Y 社に発注者 C 社を接続先として登録する。 

発注者 C 社は、自社情報を受注者が利用する ASP-Y に提出し、接続先発注者

の登録を申し出る。自社情報には自社が利用している ASP-X 社に関する情報を含

むこととする。 
ASP-Y 社は、接続先発注者として審査した上で登録を行い、結果を C 社に通知

する。 
(c) 必要に応じて疎通テストを実施する。 

発注者は、双方の ASP への接続先登録が完了したとき、必要に応じて受注者に

連絡して疎通テストを実施する。 
図 A.Ⅰ-21 に ASP 連携を開始する際のフローの参考例を示す。 
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発注者
C社

発注者側ＡＳＰ
ASP-X社

受注者側ＡＳＰ
ASP-X社

受注者
D社

CI-NET取引の合意

疎通テスト

CI-NET取引の
合意

受注者情報を登録

疎通テスト

発注者情報を登録

発注者情報を確認

受注者情報を登録

受注者情報を確認

発注者情報を登録

発注者登録の申し出、
自社情報を提供

受注者登録の申し出
自社情報を提供

受注者情報を受け取り
確認・提供

発注者情報を受け取り
確認

①

②
②

③

④

⑤ ⑤

⑥ ⑥⑥ ⑥

⑦

発注者
C社

発注者側ＡＳＰ
ASP-X社

受注者側ＡＳＰ
ASP-X社

受注者
D社

CI-NET取引の合意

疎通テスト

CI-NET取引の
合意

受注者情報を登録

疎通テスト

発注者情報を登録

発注者情報を確認

受注者情報を登録

受注者情報を確認

発注者情報を登録

発注者登録の申し出、
自社情報を提供

受注者登録の申し出
自社情報を提供

受注者情報を受け取り
確認・提供

発注者情報を受け取り
確認

①

②
②

③

④

⑤ ⑤

⑥ ⑥⑥ ⑥

⑦

 

図 A.Ⅰ- 21 ASP 連携を開始する際のフロー参考例 
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7.2.2 ASP 連携時の障害対応のフロー 

障害が生じたとき、ASP サービス利用企業自らが障害を発見した場合（図 A.Ⅰ
-22）と、ASP 事業者が発見した場合（図 A.Ⅰ-23）とに分けて、対処方法の参考フロ

ーを示す。 
 

発注者
C社

発注者側ＡＳＰ
ＡＳＰ-X社

受注者側ＡＳＰ
ＡＳＰ-Y社

受注者
D社

障害発見
（例：見積が届かない）

再処理等の実施

処理経過・データ追跡

原因特定

D社との間で送信確認 送信したことを確認

処理経過・データ追跡

ASP-X社へ
問合せ

解決

発注者
C社

発注者側ＡＳＰ
ＡＳＰ-X社

受注者側ＡＳＰ
ＡＳＰ-Y社

受注者
D社

障害発見
（例：見積が届かない）

再処理等の実施

処理経過・データ追跡

原因特定

D社との間で送信確認 送信したことを確認

処理経過・データ追跡

ASP-X社へ
問合せ

解決

 
図 A.Ⅰ- 22  ASP サービス利用企業自らが障害を発見した場合のフロー参考例 

 
なお、上記の手続きは原因特定までを考慮したものであるが、多くの場合はおよ

その原因が推測できるため、簡略フローとして、 
① 障害発生      {D 社から見積が届かない} 
② 取引先 D 社へ問合せ {見積を送りましたか？} 
③ 問合せへの回答   {送りました} 
④ 再処理の実施    {D 社に見積再送を依頼} 
⑤ 解決 

という様に、直接、当事者間である C 社と D 社が連絡しあい、再送するという解決が

採用されることと考えられる。このようにお互いの運用コストを節減する方向での解決

も推奨される。 
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発注者
C社

発注者側ASP
ＡＳＰ-X社

受注者側ASP
ＡＳＰ-Y社

受注者
D社

再処理等の実施

処理経過・データ追跡

処理経過・データ追跡

C社との間で
送受信経過確認

ASP-Xに調査依頼

D社との間で
送受信経過確認

障害発見
（例：サーバー停止）

解決

原因報告・再処理等の
依頼

サービス利用者へ
連絡

発注者
C社

発注者側ASP
ＡＳＰ-X社

受注者側ASP
ＡＳＰ-Y社

受注者
D社

再処理等の実施

処理経過・データ追跡

処理経過・データ追跡

C社との間で
送受信経過確認

ASP-Xに調査依頼

D社との間で
送受信経過確認

障害発見
（例：サーバー停止）

解決

原因報告・再処理等の
依頼

サービス利用者へ
連絡

 

図 A.Ⅰ- 23 ASP 事業者が障害を発見した場合のフロー参考例 
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7.2.3 ASP 連携のために共有する利用者情報の推奨案 

ASP 連携のために共有する利用者情報の推奨案を示す。 
発注者 C 社側の ASP-X と受注者 D 社側の ASP-Y が、ASP 連携において、双

方で事前に把握しておくことが望ましい情報を表 A.Ⅰ-13 に整理する。このうち、

(a)ASP 情報は、システム面で ASP 連携を行うために最低限必要な情報であり、(b)
利用者情報は、障害等が発生した場合等を考慮して運用上把握しておくことが望ま

しい情報である。 
なお、個人情報保護の観点から、発注者 C 社が受注者 D 社の情報を発注者側

ASP(図 A.Ⅰ-21 の ASP-X）に開示するときには、あらかじめ当該受注者から了解を

得ておく必要がある。 

表 A.Ⅰ- 13  ASP 連携に際して双方の ASP が事前に把握しておくべき情報 

 ASP-X が把握しておくべき情報 ASP-Y が把握しておくべき情報 

CI-NET LiteS

実装規約準拠

のサービス名 

ASP-Y が提供する CI-NET LiteS

実装規約準拠のサービス名 

ASP-X が提供する CI-NET LiteS

実装規約準拠のサービス名 

EDI メールアドレ

ス 

・ASP-Y の EDI メールアドレス 

・ASP-Y の標準企業コード（12 桁）

等 

・ASP-X の EDI メールアドレス 

・ASP-X の標準企業コード（12 桁）

等 

相手 ASP サポ

ートメッセージ 

ASP-Y が サ ポ ー ト す る CI-NET 

LiteS メッセージ一覧 

ASP-X が サ ポ ー ト す る CI-NET 

LiteS メッセージ一覧 

(a)ASP 

情報 

相手 ASP との

連絡方法 

ASP-Yの窓口担当者および連絡先 ASP-Xの窓口担当者および連絡先

企業情報 

  

受注者 D の情報 

・受注者 D の会社名 

・受注者 D の会社名（カナ） 等 

発注者 C の情報 

・発注者 C の会社名 

・発注者 C の会社名（カナ）等 

申し込み者／連

絡先担当者の

情報 

 

受注者 D の申し込み者／連絡先担

当者に関する下記事項 

・支店名/部署名    

・役職名    

・氏名    

・氏名（カナ）    

・メールアドレス    

・郵便番号 

・住所 

・電話番号  

・FAX 番号 等 

発注者 C の申し込み者／連絡先担

当者に関する下記事項 

・支店名/部署名    

・役職名    

・氏名    

・氏名（カナ）    

・メールアドレス    

・郵便番号 

・住所 

・電話番号  

・FAX 番号 等 

(b)利用

者情報 

標準企業コード 
・受注者 D の標準企業コード（12

桁）等 

・発注者 C の標準企業コード（12

桁）等 
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表中、(a)ASP 情報のうち、相手先の標準企業コード、サポートメッセージ、EDI メ

ールアドレスを管理するために ASP 事業者においては表 A.Ⅰ-14 に示す形式のテ

ーブルをファイル化しメンテナンスする仕組みが必要となる。 
通常 ASP 事業者間では、サポートメッセージの種類が異なるため、受信側がサポ

ートしていないメッセージの送信により、業務に混乱を生じさせ、最悪の場合、取引

の機会損失が生じるおそれがある。今後の CI-NET 対応 ASPベンダの新規参入等

を考慮し、ASP 連携において、ASP 事業者毎にそのサポートメッセージが異なるこ

とから生ずるトラブルを未然に防ぐ目的で、表 A.Ⅰ-14 は各 ASP 事業者における管

理用テーブルの実装仕様を定めるものである。 
 

表 A.Ⅰ- 14 サポートテーブルの構成 

標準企業

コード 

サポートメッ

セージ 

EDI メール

アドレス 

X12 X04 X265 

 0305  

 0306  

 0303  

 0304  

 ・  

 ・  

 ・  

 1208  

 1104  

 1108  

 
 

ⅰ）標準企業コード 
  ASP 事業者の標準企業コードを 12 桁で記載 
ⅱ）サポートメッセージサブセット 
  サポートしているメッセージサブセットの情報区分コードを 4 桁で記載 
ⅲ）メールアドレス 
  標準企業コードに該当するＥＤＩメールアドレスを 256 桁以内で記載 

 
各 ASP 事業者が表 A.Ⅰ-14 の形式のテーブルを実装することにより、相手側

ASP 事業者のサポートメッセージを送信前に確認し、受信側がサポートしていない

メッセージ送信を未然に防止できる。こうして ASP 連携において円滑な運用を継続

することが重要である。 
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Ⅰ．CSV インタフェース機能 
 

１． インタフェース・フォルダ 
 

業務システムと CSV インタフェース機能との間で、送受信時に物件インタフェース・ファイルの受

け渡しを行うフォルダ（ディレクトリ）は以下の規定とする。 
 

ドライブ X:¥     EASYEDI        SEND 
 
       RECV 
 

図 B.Ⅰ-1 インタフェース・フォルダの構成 
 

 

図 B.Ⅰ-2 インタフェース・フォルダの位置づけ 
 
（説明） 

(a) CSV インタフェース機能インストール時に、インタフェース・フォルダの先頭フォルダ

EASYEDI の場所を任意に指定する。インストール時に、EASYEDI、SEND、RECV 各フ

ォルダが作成される。 
(b) SEND フォルダの下には、業務システムが取引先へメッセージを送信する際にインタフェー

ス・ファイルをコピーする。 
(c) 各メッセージへ技術データを添付するには、インタフェース・ファイルと同じ場所（SEND）に

インタフェース・ファイルと同一名称のフォルダを作成し、そのフォルダ下に技術データ（複数

可、サブフォルダ無し）をコピーする。 
(d) RECV フォルダには、受信したインタフェース・ファイルおよびインタフェース・ファイルと同じ

名称のフォルダ下に技術データ（複数可）を CSV インタフェース機能がコピーする。 
その後、業務システムが必要なファイルをコピーし、ファイルおよび技術データフォルダを削

除する。 

CSV 
インタフェース 

機能 

業務 
システム 

インタフェイス 
フォルダ 
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(e) フォルダ名一覧 
表 B.Ⅰ-1 フォルダ名一覧 

番号 フォルダ名 説明 

１ EASYEDI CSV インタフェース機能のファイル管理での先頭フォル

ダ（名称固定でインストール時に自動作成） 
２ SEND EASYEDI 直下に作成される、メッセージ送信用フォル

ダ（名称固定でインストール時に自動作成） 
３ RECV EASYEDI 直下に作成される、メッセージ受信用フォル

ダ（名称固定でインストール時に自動作成） 
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２．インタフェース・ファイル名称 
 
 業務システムと CSV インタフェース機能との間で、送受信に受け渡しを行うインタフェース・ファ

イルの名称は以下の規定とする。 
 XXX99999.YYY 

         (a)  (b)  (c) 
(a)、(b)、(c)の内容は以下の通り。 

(a) XXX ：各メッセージ（設備見積業務、設備機器見積業務、購買見積業務、注文業務、

出来高・請求業務、立替業務、支払通知業務等）毎に定義される名前。 
表 B.Ⅰ-2 インタフェース・ファイル名称一覧(1) 

備考 メッセージ XXX 
発注者 受注者 

設備見積依頼 SMI 送信 受信 
設備見積回答 SET 受信 送信 
設備機器見積依頼 SKI 送信 受信 
設備機器見積回答 SKK 受信 送信 
購買見積依頼 MIT 送信 受信 
購買見積回答 KAI 受信 送信 
見積不採用通知 MFU 送信 受信 
確定注文 CYU 送信 受信 
注文請け UKE 受信 送信 
合意解除申込 
一方的解除通知 
鑑項目合意変更申込 
合意打切申込 
一方的打切通知 

HNM 送信 受信 
（ただし、一方的解除通知、一方

的打切通知は送信および受信） 

合意解除承諾 
鑑項目合意変更承諾 
合意打切承諾 

HNS 受信 送信 

出来高要請 DYO 送信 受信 
出来高報告 DHO 受信 送信 
出来高確認 DKA 送信 受信 
請求 SEI 受信 送信 
請求確認 SEK 送信 受信 
立替金報告 TAH 送信 受信 
立替金確認 TAK 受信 送信 
支払通知 SHT 送信 受信 

【注】この表に記載のないメッセージについては、適宜定める。 
 
(b) 99999 ：任意に付ける番号（00001～99999）で表す。 
(c) YYY ：拡張子、ファイルの属性を表す。 
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表 B.Ⅰ-3 インタフェース・ファイル名称一覧(2) 

 データの種類 
YYY 

拡張子 
説明 

1 全体情報部分 
(鑑) 

INF 取引関連情報メッセージ 1 件の全体情報部分(鑑)の情報を 1 レ

コードで表す。 
2 明細情報部分 DAT 取引関連情報メッセージ 1 件の明細情報部分の情報を、1 明細

行 1 レコードで表し、複数レコードで表す。 
3 受信確認データ KAK 取引関連情報メッセージ 1 件の受信確認結果の情報を 1 レコー

ドで表す。 
【注】取引関連情報メッセージとは、受信確認メッセージ以外の設備見積業務、設備機器見積業務、

購買見積業務、注文業務、出来高・請求業務、立替業務、支払通知業務等のメッセージのこと

をいう。 
【注】全体情報部分、明細情報部分、受信確認データの関連づけ（同一の取引関連情報に係わる

ファイルであることの認識）は XXX99999 部分の名称により行う。 
【注】受信確認データの役割、利用方法は、「7.受信確認の方法」を参照。 
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３．インタフェース・ファイルフォーマット 
 
 インタフェース・ファイルは以下の規定によるフォーマットで行う。 
 
(1) 購買見積業務、注文業務、出来高・請求業務、立替業務、支払通知業務のメッセ

ージ 

 
 1) 一つのインタフェース・ファイルは、全体情報部分(鑑)(.INF)と明細情報部分(.DAT)の 2 種類

で構成される。 
(a) 全体情報部分のファイル（拡張子=INF) 
・レコード数=1 
・データ項目： 各取引関係情報の全体情報部分の全データ項目を過不足なく含む。 

(b) 明細情報部分のファイル（拡張子=DAT) 
・レコード数=明細書の行数（すなわち、CI-NET 形式ファイルの M6 マルチの繰り

返し回数）。各レコードは CRLF(HX '0D0A')で区切る。 
・データ項目： 各レコードは、各取引関係情報の明細情報部分の全データ項目を過

不足なく含む。 
・以下のメッセージについては、このファイルは作成しない。 

見積不採用通知メッセージ 
合意解除申込メッセージ 
合意解除承諾メッセージ 
一方的解除通知メッセージ 

 2) タブ(0x09)区切り文字による可変長ファイルとする。 
 3) 各フィールド内で文字間のタブの使用は禁止とする。 
 4) 各フィールド内で使用するシングルクォーテーション(')またはダブルクォーテーション(")は通

常の文字列として CSV インタフェース機能は認識する。 
 
 
(2) 設備見積業務のメッセージメッセージ 

 
 1) 一つのインタフェース・ファイルは、全体情報部分(鑑)(.INF)と明細情報部分(.DAT)の 2 種類

で構成される。 
 

(a) 全体情報部分のファイル（拡張子＝INF) 
・レコード数=1 

・データ項目 
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設備見積依頼、回答メッセージとも同一並び順である。 

以下の項目は、設備見積回答メッセージでは使用するが設備見積依頼メッセージでは

使用しない。 
［1181］帳票名称   ［1017］受注者担当部署名 
［1018］受注者担当者名  ［1019］受注者担当郵便番号 
［1020］受注者担当住所  ［1021］受注者担当電話番号 
［1069］受注者側見積・契約条件 ［1140］見積有効期間 
［57］消費税コード  ［1088］見積金額計 
［1089］明細金額計調整額  ［1090］調整後見積金額計 
［59］課税分類コード  ［1096］消費税額 
［1097］最終帳票金額  ［1136］備考 
［55］自由記入欄 
設備見積依頼、回答メッセージとも同一フォーマット（並び順）なので、設備見積依頼メ

ッセージのこれらデータ項目の箇所は何も記載しない（タブを連続させる）。 
また以下の項目は、設備見積依頼メッセージでは使用するが設備見積回答メッセージ

では使用しない。 
［1174］発注者側見積・契約条件 ［1141］見積提出期限年月日 
設備見積依頼、回答メッセージとも同一フォーマット（並び順）なので、設備見積回答メ

ッセージのこれらデータ項目の箇所は何も記載しない（タブを連続させる）。 
 

 (b) 明細情報部分のファイル（拡張子＝DAT) 
・レコード数=依頼書／見積書の明細行 1 行の情報をインタフェース・ファイルの 1 行に記載

する。 
・全レコード数は、依頼書／見積書の明細行数に等しい。 
・データ項目 

設備見積依頼、回答メッセージとも同一並び順である。 
 
 2) タブ(0x09)区切り文字による可変長ファイルとする。 
 3) 文字コードはシフト JIS とする。 
 



B.Ⅰ.CSV インタフェース機能 

Ver.2.1 ad.5 (2008.06.10) 57

【留意事項】 
 
 設備見積業務のメッセージに対する留意事項を以下に記載する。 
 

表 B.Ⅰ-4 設備見積業務のメッセージに関する留意事項 

項目 留意事項 
［2］情報区分コード 以下の値とする。 

設備見積依頼 0303 
設備見積回答 0304 

［1197］サブセット・ 
バージョン 

以下の値とする。 
設備見積依頼 REQSET02.00 
設備見積回答 QUOSET02.00 

［9］訂正コード 設備見積依頼、回答とも「1」とする。 
マルチの並べ方 （1）繰返しの最大回数まで使用しない場合は、前詰めで並べていく。 

例：［1056］支払条件は最大 4 回記載可能だが、記載すべき内容が 2
回のみならば、1、2 番目の位置（ｔｘｔ順序=34、35）を使用し、3、4 番

目の位置（ｔｘｔ順序=36、37）には何も記載しない。 
（2）複数データ項目の一括マルチの場合のインタフェース・ファイルでの

並び順： 
例：［1213］品名・名称と、［1214］規格・仕様・摘要 

○：［1213］#1 ［1214］#1 ［1213］#2 ［1214］#2 
×：［1213］#1 ［1213］#2 ［1213］#1 ［1214］#2 

 
 
(3) 設備機器見積業務のメッセージ 

 
 1) 一つのインタフェース・ファイルは、全体情報部分(鑑)(.INF)と明細情報部分(.DAT)の 2 種類

で構成される。 
 

(a) 全体情報部分のファイル（拡張子＝INF) 
・レコード数=1 
・データ項目 

設備機器見積依頼、回答メッセージとも同一並び順である。 
以下の項目は、設備機器見積回答メッセージでは使用するが設備機器見積依頼メッ

セージでは使用しない。 
[1009]参照帳票 No.  [1069]受注者側見積・契約条件 
[1140]見積有効期間  [1088]明細金額計 （=税抜き見積金額） 
[1096]消費税額   [1097]最終帳票金額 （=税込見積金額） 
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設備機器見積依頼、回答メッセージとも同一フォーマット（並び順）なので、設備機器

見積依頼メッセージのこれらデータ項目の箇所は何も記載しない（タブを連続させる）。 
 

(b) 明細情報部分のファイル（拡張子＝DAT) 
・レコード数=依頼書／見積書の明細行 1 行の情報をインタフェース・ファイルの 1 行に記載

する。 
・全レコード数は、依頼書／見積書の明細行数に等しい。 
・データ項目 

設備機器見積依頼、回答メッセージとも同一並び順である。 
以下の項目は、設備機器見積回答メッセージでは使用するが設備機器見積依頼メッ

セージでは使用しない。 
[1222]単価    
[1223]明細金額 
[1292]定価 
設備機器見積依頼、回答メッセージとも同一フォーマット（並び順）なので、設備機器

見積依頼メッセージのこれらデータ項目の箇所は何も記載しない（タブを連続させる）。 
 
 2) タブ(0x09)区切り文字による可変長ファイルとする。 
 3) 文字コードはシフト JIS とする。 
 
 
【留意事項】 
 
 設備機器見積業務のメッセージに対する留意事項を以下に記載する。 
 

表 B.Ⅰ-5 設備機器見積業務のメッセージに関する留意事項 

項目 留意事項 
[2]情報区分コード 以下の値とする。 

  設備機器見積依頼 0307 
  設備機器見積回答 0308 

[1197]サブセット・ 
バージョン 

以下の値とする。 
  設備機器見積依頼 REQKIK02.00 
  設備機器見積回答 QUOKIK02.00 

[9]訂正コード 設備機器見積依頼、回答とも「1」とする。 



B.Ⅰ.CSV インタフェース機能 

Ver.2.1 ad.5 (2008.06.10) 59

項目 留意事項 
マルチの並べ方 (1)繰返しの最大回数まで使用しない場合は、前詰めで並べていく。 

 例： [1056]支払条件は最大 4 回記載可能だが、記載すべき内容が

2 回のみならば、1、2 番目の位置（txt 順序=37、38）を使用し、

3、4 番目の位置（txt 順序=39、40）には何も記載しない。 
(2)複数データ項目の一括マルチの場合のインタフェース・ファイルで

の並び順： 
 例：[1213]品名・名称と、[1214]規格・仕様・摘要 
 ○： [1213]#1 [1214]#1 [1213]#2 [1214]#2 
 ×： [1213]#1 [1213]#2 [1214]#1 [1214]#2 

 
 
(4) 受信確認メッセージ 

 
 1)一つのインタフェース・ファイルは、一つの取引関係情報メッセージに対する受信確認結果の

情報を含む 1 行のデータから成る。 
 
※各ファイルのデータ項目の並び順等は、「9.インタフェース・ファイルのデータ項目順序」に示

す。 
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４．インタフェース・ファイル生成・消滅 
 
(1)  送信用(SEND)フォルダ下 

 
1) 生成のタイミング 

 業務システムは、「2.インタフェース・ファイル名称」に準拠したファイルを作成する。次のタイ

ミングで取引関係情報メッセージの内容を送信用(SEND)フォルダ下に書き出さなければなら

ない。 
 (a) メッセージの新規作成時 
 (b) メッセージの更新時 

【注意事項】 受信確認処理について 
・取引先から返信される受信確認メッセージとの照合を行うには、業務システムは送信した

各取引関係情報のインタフェース・ファイルの名称を、受信確認データが戻るまで記憶し

ておく必要がある。詳細は「7.受信確認の方法」を参照。 
 

2) 消滅のタイミング 
  次のタイミングで CSV インタフェース機能がインタフェース・ファイルを削除する。 

CSV インタフェースの送信処理を行った場合に、送信用(SEND)フォルダ下に存在するメ

ッセージ全てを CSV インタフェースに取り込み、送信用(SEND)フォルダ下のファイルを削

除する。 
【注意事項】 二重登録のチェックについて 

(a) 送信用(SEND)フォルダにファイルが存在する場合、業務システムは、これから出力す

るファイルと同一のファイルが存在するかをチェックし、必要な場合はファイルの置き換え

などで二重に存在しないように出力する必要がある。 
(b) CSV インタフェース機能は、ファイル名を昇順でソートし処理を行う。二重登録のチェッ

クは行わずに単に後から処理するファイルで上書きを行う。 
 
(2)  受信用(RECV)フォルダ下 

 
1) 生成のタイミング 

CSV インタフェース機能は、次のタイミングでメッセージの内容を受信用(RECV)フォルダに

書き出す。 
(a) メッセージの受信時 
(b) バックアップデータのリストア時 



B.Ⅰ.CSV インタフェース機能 

Ver.2.1 ad.5 (2008.06.10) 61

2) 消滅のタイミング 
次のタイミングで業務システムがファイルを削除する（本処理は CSV インタフェース機能の範

囲ではない）。 
業務システムが CSV インタフェースからファイルを取り込む場合、受信用(RECV)フォルダ

下のファイルから取り込み、業務システムが受信用(RECV)フォルダ下のファイルを削除す

る。 
【注意事項】 
 (a) 二重登録のチェックについて 

RECV フォルダにファイルが存在する場合、CSV インタフェース機能は、これから出力す

るメッセージが既に存在するかどうかに関わらず、別ファイル名にて出力する。 
二重登録については業務システムが行う。 

 (b) RECV フォルダ内のファイルの削除については業務システムが行う。 
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5. インタフェース・ファイル排他制御 
 
(1)  排他制御 

 1) 送信時 
 業務システムが作成したファイル（インタフェース・ファイル）を送信する際、業務システムは

SEND にまず、EDI_EJ_S.LCK と言うロックファイルを設定後、送信ファイルを SEND 下にコピ

ーする。コピーが完了したら EDI_EJ_S.LCK を削除する。したがって、CSV インタフェース機能は

SEND より送信ファイルを取得する際に、EDI_EJ_S.LCK の存在を確認し、EDI_EJ_S.LCK が

存在する間は送信ファイルの取得は行わず待ち状態とし、EDI_EJ_S.LCK が消滅したら送信ファ

イルの取得を行う（実際の処理は、一定間隔でリトライを行う）。 
 2) 受信時 
 同様に、受信時に CSV インタフェース機能は RECV 下に EDI_EJ_R.LCK を設定し、RECV
下に受信ファイルの書込みを行い、書込み終了後 EDI_EJ_R.LCK を削除するので、業務システ

ムは、受信ファイルの取込みに際し、EDI_EJ_R.LCK の存在をチェックし、受信ファイルの取込み

を行うこととする。 
 
(2)  SEND フォルダ下のファイル取り戻しの禁止 

 SEND フォルダ下に、業務システムがファイルを一旦コピー後は、CSV インタフェース機能がファ

イル情報を管理するため、業務システム、操作者が任意にファイルを削除（取り戻し）してはならな

い。ただし、EDI_EJ_S.LCK ファイルを設定し、削除する前であれば可能である。 
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6. CI-NET LiteS 対応 CSV インタフェース機能の構成 

 

市販または社内開発の業務パッケージ

CI-NET LiteS 対応 CSV インタフェース

CSV形式ﾒｯ

ｾｰｼﾞﾌｧｲﾙ

SEND¥

ﾌｧｲﾙｺﾋﾟｰ

送信後ﾌｧｲﾙ削除

受　信送　信

CSV形式ﾒｯ

ｾｰｼﾞﾌｧｲﾙ

ﾌｧｲﾙｺﾋﾟｰ

RECV¥

（送信処理） （受信処理）

インターネット

ﾌｧｲﾙｺﾋﾟｰ及び削除

技術資料

複数

技術資料

フォルダ

技術資料

フォルダ

技術資料

複数

ﾌｫﾙﾀﾞ作成

技術資料ｺﾋﾟｰ

ﾌｫﾙﾀﾞ作成

トランスレータ

技術資料ｺﾋﾟｰ

（凡例） 
業務システムの機能 
CI-NET LiteS 対応 CSV インタフェース機能 
図 B.Ⅰ-3 CI-NET LiteS 対応 CSV インタフェース機能の構成図 

 

ロックファイルの設定 

ロックファイルの解除 

ロックファイルの設定 

ロックファイルの解除 

業務システム 

ｲﾝﾀ 
ﾌｪｰｽ 
ﾌｧｲﾙ 

ｲﾝﾀ 
ﾌｪｰｽ

ﾌｧｲﾙ
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7. 受信確認の方法 
 

 
図 B.Ⅰ-4 受信確認メッセージの取扱いの概要 

 
<処理の概要> 

(1) 業務システムは、送信する取引関係情報メッセージのデータをインタフェース・フォルダの

SEND フォルダに書き出す。 
 同時に、このファイル名を取引関係情報のデータと対応づけて記憶しておく。 
(2) CSV インタフェース機能は、インタフェース・ファイルを変換、送信する。 
(3) CSV インタフェース機能は、受信したデータ中に受信確認メッセージが含まれている場合、

送信済みの取引関係情報メッセージと照合し、どの取引関係情報に対する受信確認であるか

をチェックする。 
(4) CSV インタフェース機能は、チェック結果にもとづき受信確認データをインタフェース・フォル

ダの RECV フォルダに書き出す。この際のファイル名（拡張子以外）は、上記(1)のファイル名

と同一とする。 
(5) 業務システムは、上記(4)のファイルを読み込む。 
 ファイル名により送信済みの取引関係情報のデータと対応づけて受信確認処理を行う。 
 
【注意事項】 
 ファイル名により照合を行うので、業務システム側では、ある取引関係情報の送信に使用した

SEND フォルダのインタフェース・ファイル名（XXX99999）は、そのデータに対する受信確認メ

ッセージが戻るまで、他のデータの送信用インタフェース・ファイル名には使用しない。 

 
 

(3)
受信確認チェック

(4)
XXX99999.KAK

受信確認

取引関係情報

業務システム
インタフェース・

フォルダ
CSVインタフェース

機能

XXX99999.INF
XXX99999.DAT

(2)
変換、送信

XXX99999.INF
XXX99999.DAT

(5)
XXX99999.KAK

送信したメッセージ
の控えなど

照合
同

一
名

RECV

SEND
(1)
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8. 注文情報の保存 
 
 注文業務に対応する CI-NET LiteS の対応 CSV インタフェース機能製品は、2001 年 4 月 1
日施行の建設業法第 19 条改正にともなって国土交通省が 2001 年 3 月 30 日に公表した「建設

業法施行規則第 13 条の 2 第 2 項に規定する『技術的基準』に係るガイドライン」記載された以下

の要件に対応する機能を備えることが望ましい。 
 
 

建設業法施行規則第 13 条の 2 第 2 項に規定する『技術的基準』に係るガイドライン 
平成 13 年 3 月 30 日

国土交通省

 
3.原本性の確保について（規則第 13 条の 2 第 2 項第 2 号関係） 
 
(3)電磁的記録等の保存 

建設業を営む者が適切な経営を行っていくためには、自ら締結した請負契約の内容を

適切に整理・保存して、建設工事の進行管理を行っていくことが重要であり、情報通信の

技術を利用した方法により締結された契約であってもその契約事項等の電磁的記録等を

適切に保存しておく必要がある。 
その際、保管されている電磁的記録が改ざんされていないことを自ら証明できるシステ

ムを整備しておく必要がある。また、必要に応じて、信頼される第三者機関において当該

記録に関する記録を保管し、原本性の証明を受けられるような措置を講じておくことも有

効であると考えられる。 
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9. インタフェース・ファイルのデータ項目順序 
 
 インタフェース・ファイルのフォーマット、データ項目順序を示す。 
 
(1) 受信確認データ（拡張子=KAK）のフォーマット 

 
 252 byte の固定長ファイル。レコード数=1。 
 
 1～251 byte 

「CII シンタックスルール Ver.1.51」に定義された受信確認メッセージと同一。 
 252 byte 

受信確認状況： 
 1:相手方受信。トランスレーション・エラー無し。 
 2:相手方受信。トランスレーション・エラー有り。 
 9:その他 

 

(2) 全体情報部分（鑑、拡張子=INF)のデータ項目記載順序 

（次ページ以降掲載の表を参照） 

 

(3) 明細情報部分(拡張子=DAT)のデータ項目記載順序 

（次ページ以降掲載の表を参照） 

 

以上 
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凡例 
 
■タグ 
・個別のデータ項目に割り当てられた番号。 
■属性 
・データ項目に使用する文字の種類を識別する記号。 
X 属性 

1 バイト（半角）の英数文字、およびカタカナ。正確には、JIS-X0201 という JIS 規約で定めら

れている 8 ビットの文字列データである。 
X 属性のデータ項目では、本資料において特段の指定の無い限り、左詰めで記載する。 
（例 1 参照） 
また X 属性で右詰めの指定がある項目では、その使用可能な桁数内において未使用の桁が

ある場合、その部分について、 
・「sp」(スペース：8bit 文字コード表の Hex 表示 20) 
・「0」(ゼロ：8bit 文字コード表の Hex 表示 30) 
のいずれを使用してもよいものとする。 
さらに X 属性の項目における使用可能な桁数以外の部分については、 
・「sp」(スペース：8bit 文字コード表の Hex 表示 20) 
を入れるものとする。（例 2 参照） 
【例 1】[1019]受注者担当郵便番号（X 属性、最大バイト数 10）に「105-0001」を記載する場

合。 
 正：105-0001 
 誤：ss105-0001 （"s"はスペースを表す） 
【例2】[1179]帳票データチェック値（X属性、最大バイト数15）に[1]データ処理No.「123」（15
バイトの中の右詰め 5 桁）を記載する場合。 

正：ssssssssss00123 
正：ssssssssssss123 
誤：ssssssssss123ss 
誤：0000000000ss123 

 
 なお、本資料のメッセージサブセットの使用データ項目一覧表で「M」と記載するデータ項目

では Mix モード（8 ビット文字と 16 ビット文字の混在）を許す。これらのデータ項目はシフト

JIS コードで記載しなければならない。 
 
【重要事項】単位の記載について 
 本資料に定めるメッセージサブセットには、単位に関連する以下のデータ項目が含まれる。 
 [1219]明細数量単位 
 [1209]使用期間単位 
 [1217]補助数量単位 
 これらのデータ項目では、CI-NET 標準 BP「3.2.3.12 単位コード」に定める単位コードを

使用しなければならない。ただし CI-NET LiteS の運用上 Mix モードを許容するので、半角

（8 bit）文字を使用してよい。しかし「m2」など、複数の英数カナ文字を含む単位コードについ

ては、全ての英数カナ文字を半角（8 bit）あるいは全角（16 bit）文字に統一しなければならな

い。 
 正： m2 半角+半角 
 正： ｍ２ 全角+全角 
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 誤： ｍ2 全角+半角 
 誤： m２ 半角+全角 
 誤： M2 CI-NET 標準 BP に定める単位コード以外の記載 
 誤： 平米 CI-NET 標準 BP に定める単位コード以外の記載 

 
K 属性 

2 バイト（全角）のかな漢字など。 
正確には、JIS-X0208 という JIS 規約で定められている 16 ビットの文字列データである。し

たがって、いわゆる外字は使用不可能。 
外字の例；①、②、③...、㎡、㌔、㌧、㍍、㌫...、㈱、㈲、㈹.... 

K 属性のデータ項目では、本資料において特段の指定の無い限り、左詰めで記載する。 
 

【重要確認】 
X 属性は 8bit 文字列、K 属性は 16bit 文字列であるが、CII シンタックスルールにより、共

にこれら文字列では、最も右側にあるブランク以外の文字よりもさらに右側にあるブランクを省

略することができる 
 

【重要確認 2】 
JIS X0213:2004（JIS2004）という JIS 規約で定められている第三水準、第四水準および

非漢字のうち JIS X0208 と比べこの JIS 規約で新たに追加定義された文字については使用

してはならない。 
 
9 属性 

1 バイト(半角)の「0」～「9」の数字のみで表される数値。カンマは記載しない。 
 
N 属性 

1 バイト(半角)の「0」～「9」の数字、「+」、「-」の正負記号、「.」の小数点で表される数値。カン

マは記載しない。 
 
■バイト数 
・X 属性のデータ項目では最大文字数を示す。 
・K 属性のデータ項目では、1 文字が 2 バイトなので、最大文字数の 2 倍を示す。 
・9 属性および N 属性のデータ項目では整数部の最大桁数を示す。小数点以下の桁数、小数点、

正負記号はバイト数に含まれない。 
・なお、ここに示す値はデータ項目の最大バイト数である。実際に送信するデータ項目の桁数がこ

の値より少ない場合は、必要な桁数だけ送信することができる。 
 
■小数 
・9 属性および N 属性のデータ項目の小数点以下の最大桁数を示す。 
・なお、上記のバイト数と同じく最大桁数であり、実際に送信するデータ項目の桁数がこの値より少

ない場合は、必要な桁数だけ送信することができる。 
 
■回数 
・マルチデータ項目の最大繰り返し回数を示す。明細情報部の M6 レベル 1 における回数∞（無

限大）とは、見積書の明細行を任意回数繰り返せることを表す。 
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・なお、最大回数であり、最大回数以内で必要な回数だけ送信することができる。 
 
■マルチ 
・「M」は、マルチ明細項目（繰り返し可能）であることを示す。逆に、マルチ欄に記載の無いデータ

項目は同一メッセージ内に 1 度しか記載できない。 
・「M9」、「ME」などの番号は、メッセージ内に複数存在するマルチ明細を特定する番号である。 
・「M7 レベル 2」、「M8 レベル 2」は、「M6」のマルチの中でさらにもう一段のマルチがとられている

（ネスト化されている：下図参照）ことを表す。これに対し「レベル 1」は、ネスト化されていいマルチ

を表す。 
 
 

 

図 B.Ⅰ-5 マルチレベル 1 とレベル 2 の例 
 
■最大長 
・ N 属性のデータ項目については、上記のバイト数と小数の桁数に、正負記号および小数点を加

えた総桁数を示す。 
・ X 属性、K 属性、9 属性については、上記のバイト数と同じ長さである。 
 
■使用・不使用のデータ項目 
・メッセージの「順序」に数字が入っているデータ項目は当該メッセージの CSV ファイルで使用でき

る項目。 
･メッセージの「順序」が空欄のデータ項目は当該メッセージで使用してはならない項目。 
 

見積明細書

玄関　床

花崗岩

ホール　巾木

花崗岩

前室　飾り棚

大理石

JB

100×100

本磨き

100×25

本磨き

850×450

1

2

3

品名 摘要 数量 単位 単価

3.50 m2 20000.0

10.00 m 5000.0

9.00 m2 20000.0

[1213]品名・名称

[1214]規格・仕様・摘要

[1218]明細数量

[1219]明細数量単位

[1222]単価

マルチ6レベル1
　1,2,3回目 マルチ7レベル2　1,2回目
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(2) 全体情報部分（鑑、拡張子=INF)のデータ項目記載順序 

設備 機器
見積 見積

CI-NET LiteS定義 依
頼

回
答

依
頼

回
答

設備
見積

設備
機器
見積

タグ 項目名 属
性

byt
e数

小
数

マルチ 回
数

最
大
長

順
序

順
序

順
序

順
序

txt
順序

txt
順序

1 データ処理No. 9 5 5 ● ● ● ● 1 1
2 情報区分コード Ｘ 4 4 ● ● ● ● 2 2
3 データ作成日 9 8 8 ● ● ● ● 3 3
4 発注者コード Ｘ 12 12 ● ● ● ● 4 4
5 受注者コード Ｘ 12 12 ● ● ● ● 5 5

1197 サブセット・バージョン X 12 12 ● ● ○ ○ 6 6
9 訂正コード Ｘ 1 1 ● ● ● ● 7 7

1006 工事コード Ｘ 12 12 ○ ○ 8
1007 帳票No. Ｘ 14 14 ● ● ● ● 9 8
1008 帳票年月日 9 8 8 ● ● ● ● 10 9
1009 参照帳票No. Ｘ 14 14 ● ● 11 10
1010 参照帳票年月日 9 8 8 ● 12
1181 帳票名称 K 60 60 ○ 13
1023 受注者コード２ Ｘ 10 10

1046 取引件名（注文件名）コード Ｘ 8 8

1191 原価要素名 Ｋ 16 16

1192 原価要素コード Ｘ 5 5

1193 原価科目名 Ｋ 40 40

1194 原価科目コード Ｘ 5 5

1195 原価細目名 Ｋ 24 24

1196 原価細目コード Ｘ 5 5

1013 受注者名 Ｋ 40 40 ○ ○ ○ ○ 14 11
1015 受注者代表者氏名 Ｋ 28 28

1017 受注者担当部署名 Ｋ 40 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 40 ○ ○ ○ 15 12
1018 受注者担当者名 Ｋ 20 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 20 ○ ○ ○ 16 13
1019 受注者担当郵便番号 Ｘ 10 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 10 ○ ○ ○ 17 14
1020 受注者担当住所 Ｋ 60 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 60 ○ ○ ○ 18 15
1021 受注者担当電話番号 Ｘ 15 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 15 ○ ○ ○ 19 16
1022 受注者担当FAＸ番号 Ｘ 15 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 15 ○ ○ 17
1165 受注者決裁者名 K 20 MEﾚﾍﾞﾙ1 1 20

1166 受注者建設業許可区分・登
録コード

K 40 40

1167 受注者建設業許可工事業
種

K 24 MFﾚﾍﾞﾙ1 5 24

1168 受注者建設業許可日 K 22 22

1024 発注者名 Ｋ 56 56 ○ ○ ○ ○ 20 18
1005 JV工事フラグ Ｘ 1 1

1003 その他のJV構成企業名 Ｋ 56 MRﾚﾍﾞﾙ1 3 56

1028 発注者担当部署名 Ｋ 40 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 40 ○ ○ ○ ○ 21 19
1029 発注者担当者名 Ｋ 20 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 20 ○ ○ ○ ○ 22 20
1030 発注者担当郵便番号 Ｘ 10 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 10 ○ ○ 21
1031 発注者担当住所 Ｋ 60 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 60 ○ ○ 22
1032 発注者担当電話番号 Ｘ 15 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 15 ○ ○ 23
1033 発注者担当ＦＡＸ番号 Ｘ 15 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 15 ○ ○ 24
1028 　マルチ2回目 40 23 25
1029 　マルチ2回目 20 24 26
1030 　マルチ2回目 10 27
1031 　マルチ2回目 60 28
1032 　マルチ2回目 15 29
1033 　マルチ2回目 15 30
1169 発注者決裁者名 Ｋ 20 MGﾚﾍﾞﾙ12 20

設備見積依頼、回答は
ファイル１つ

設備機器見
積
依頼、回答は
ファイル１つ

依頼、回答は一ファイルの同一
フォーマット（並び順）なので、各メッ
セージで使用しないデータ項目の
箇所は何も記載しない（タブを連続
させる）。
以下、同様。
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設備 機器
見積 見積

CI-NET LiteS定義 依
頼

回
答

依
頼

回
答

設備
見積

設備
機器
見積

タグ 項目名 属
性

byt
e数

小
数

マルチ 回
数

最
大
長

順
序

順
序

順
序

順
序

txt
順序

txt
順序

1372 工種・科目コード M 12 12 ○ ○ 25
1042 工事場所・受渡し場所名称 Ｋ 76 76 ○ ○ ○ ○ 26 31
1173 工事場所・受渡し場所略称 Ｋ 50 50

1016 工事場所・受渡し場所郵便
番号

Ｘ 10 10 ○ ○ 27

1043 工事場所・受渡し場所住所 Ｋ 60 60 ○ ○ ○ ○ 28 32
1025 工事場所・受渡し場所所長

名
Ｋ 20 20

1027 工事場所・受渡し場所担当
者名

Ｋ 20 20

1041 工事場所・受渡し場所電話
番号

Ｘ 15 15 ○ ○ 29

1182 工事場所・受渡し場所ＦＡＸ
番号

Ｘ 15 15 ○ ○ 30

1371 工事場所・受渡し場所所在
地コード(JIS)

X 5 5 ○ ○ 31

1045 取引件名（注文件名） Ｋ 40 40 ○ ○ ○ ○ 32 33
1047 受渡し方法 M 30 30 ○ ○ 34
1052 工事・納入開始日 Ｘ 8 8 ○ ○ 35
1053 工事・納入終了日・納入期

限
Ｘ 8 8 ○ ○ 36

1139 工期・納期指定 K 120 120 ○ ○ 33
1044 別途受渡し場所名称 Ｋ 76 76

1095 別途受渡し場所住所 Ｋ 60 60

1055 精算条件 M 60 60

1056 支払条件 M 60 M2ﾚﾍﾞﾙ1 4 60 ○ ○ ○ ○ 34 37
　同　マルチ2回目 60 35 38
　同　マルチ3回目 60 36 39
　同　マルチ4回目 60 37 40

1069 受注者側見積・契約条件 M 76 M3ﾚﾍﾞﾙ1 20 76 ○ ○ 38 41
　同　マルチ2回目 76 39 42
　同　マルチ3回目 76 40 43
　同　マルチ4回目 76 41 44
　同　マルチ5回目 76 42 45
　同　マルチ6回目 76 43 46
　同　マルチ7回目 76 44 47
　同　マルチ8回目 76 45 48
　同　マルチ9回目 76 46 49
　同　マルチ10回目 76 47 50
　同　マルチ11回目 76 48 51
　同　マルチ12回目 76 49 52
　同　マルチ13回目 76 50 53
　同　マルチ14回目 76 51 54
　同　マルチ15回目 76 52 55
　同　マルチ16回目 76 53 56
　同　マルチ17回目 76 54 57
　同　マルチ18回目 76 55 58
　同　マルチ19回目 76 56 59
　同　マルチ20回目 76 57 60

1174 発注者側見積・契約条件 M 62 MIﾚﾍﾞﾙ1 8 62 ○ 58
　同　マルチ2回目 62 59
　同　マルチ3回目 62 60
　同　マルチ4回目 62 61
　同　マルチ5回目 62 62
　同　マルチ6回目 62 63
　同　マルチ7回目 62 64
　同　マルチ8回目 62 65  
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1175 特記事項 M 76 MJﾚﾍﾞﾙ1 10 76

1176 特記事項２ M 76 MKﾚﾍﾞﾙ1 20 76

1070 見積有効期限年月日 X 8 8

1140 見積有効期間 K 40 40 ○ ○ 66 61
1141 見積提出期限年月日 Ｘ 8 8 ○ 67
1071 運送費用負担 M 20 20 ○ ○ 62

57 消費税コード Ｘ 1 1 ○ 68
59 課税分類コード X 1 1 ○ 69

1004 消費税率 N 3 1 6

1088 明細金額計 N 12 13 ○ ○ 70 63
1089 明細金額計調整額 Ｎ 12 13 ○ 71
1090 調整後帳票金額計 N 12 13 ○ 72
1096 消費税額 N 12 13 ○ ○ 73 64
1097 最終帳票金額 N 12 13 ○ ○ 74 65
1014 送り状案内 M 76 MQﾚﾍﾞﾙ139 76

1183 使用メーカー名 Ｋ 40 MOﾚﾍﾞﾙ110 40

1184 使用メーカー見積金額合計 Ｎ 12 MOﾚﾍﾞﾙ110 13

1185 使用メーカー購入品名、数
量単位

M 40 MOﾚﾍﾞﾙ110 40

1186 使用メーカー購入品数量 Ｎ 7 MOﾚﾍﾞﾙ110 8

1187 使用商社名 Ｋ 40 MPﾚﾍﾞﾙ1 10 40

1188 使用商社見積金額合計 Ｎ 12 MPﾚﾍﾞﾙ1 10 13

1189 使用商社購入品名、数量単
位

M 40 MPﾚﾍﾞﾙ1 10 40

1190 使用商社購入品数量 Ｎ 7 MPﾚﾍﾞﾙ1 10 8

1136 備考 M 240 M5ﾚﾍﾞﾙ1 1 240 ○ ○ ○ 75 41 66
55 自由使用欄 X 120 120 ○ 76

1179 帳票データチェック値 Ｘ 15 MMﾚﾍﾞﾙ19 15 ○ ○ 77
　同　マルチ2回目 15 78
　同　マルチ3回目 15 79
　同　マルチ4回目 15 80
　同　マルチ5回目 15 81
　同　マルチ6回目 15 82
　同　マルチ7回目 15 83
　同　マルチ8回目 15 84
　同　マルチ9回目 15 85

1383 受注者側専用使用欄 M 120 MUﾚﾍﾞﾙ1 5 120 ○ ○ 86
　同　マルチ2回目 120 87
　同　マルチ3回目 120 88
　同　マルチ4回目 120 89
　同　マルチ5回目 120 90

1384 発注者側専用使用欄 M 120 MVﾚﾍﾞﾙ1 5 120 ○ ○ 91
　同　マルチ2回目 120 92
　同　マルチ3回目 120 93
　同　マルチ4回目 120 94
　同　マルチ5回目 120 95
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1 データ処理No. ９ 5 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 情報区分コード Ｘ 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 データ作成日 ９ 8 8 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

4 発注者コード Ｘ 12 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

5 受注者コード Ｘ 12 12 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

1197 サブセット・バージョン X 12 12 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

1198 契約変更識別コード X 2 2 7 7 7 7 7

9 訂正コード Ｘ 1 1 7 7 7 7 7 8 8 8 8 8

1006 工事コード Ｘ 12 12 8 8 8 8 8 9 9 9 9 9

1306 変更工事コード X 12 12 9 9 10 10 10 10 10

1007 帳票No. Ｘ 14 14 9 9 9 10 10 11 11 11 11 11

1300 注文番号枝番 X 2 2 11 11 12 12 12 12 12

1008 帳票年月日 ９ 8 8 10 10 10 12 12 13 13 13 13 13

1181 帳票名称 K 60 60

1009 参照帳票No. Ｘ 14 14 11 11 11 13 14 14

1010 参照帳票年月日 9 8 8 12 12 14 15 15

1301 参照帳票No.2(見積依頼番号) X 14 14 13 15 14 16 14 16 14

1023 受注者コード２(発注者採番) Ｘ 10 10 12 13 13 14 16 15 17 15 17 15

1046 取引件名（注文件名）コード Ｘ 8 8 13 14 15 17 16 18 16 18 16

1191 原価要素名 Ｋ 16 16 14 16 18 17 19 17 19 17

1192 原価要素コード Ｘ 5 5 15 17 19 18 20 18 20 18

1193 原価科目名 Ｋ 40 40 16 18 20 19 21 19 21 19

1194 原価科目コード Ｘ 5 5 17 19 21 20 22 20 22 20

1195 原価細目名 Ｋ 24 24 18 20 22 21 23 21 23 21

1196 原価細目コード Ｘ 5 5 19 21 23 22 24 22 24 22

1013 受注者名 Ｋ 40 40 20 14 15 22 24 23 25 23 25 23

1015 受注者代表者氏名 Ｋ 28 28 21 15 16 23 25 24 26 24 26 24

1017 受注者担当部署名 Ｋ 40 1 M9ﾚﾍﾞﾙ1 40 22 16 17 24 26 25 27 25 27 25

1018 受注者担当者名 Ｋ 20 1 M9ﾚﾍﾞﾙ1 20 23 17 18 25 27 26 28 26 28 26

1019 受注者担当郵便番号 Ｘ 10 1 M9ﾚﾍﾞﾙ1 10 24 18 19 26 28 27 29 27 29 27

1020 受注者担当住所 Ｋ 60 1 M9ﾚﾍﾞﾙ1 60 25 19 20 27 29 28 30 28 30 28

1021 受注者担当電話番号 Ｘ 15 1 M9ﾚﾍﾞﾙ1 15 26 20 21 28 30 29 31 29 31 29

1022 受注者担当FAＸ番号 Ｘ 15 1 M9ﾚﾍﾞﾙ1 15 27 21 22 29 31 30 32 30 32 30

1165 受注者決裁者名 K 20 1 MEﾚﾍﾞﾙ1 20 22 23 30 32 31 33 31 33 31

1166 受注者建設業許可区分・登録コー
ド

K 40 40 23 24 31 33 32 34 32 34 32

1167 受注者建設業許可工事業種 K 24 5 MFﾚﾍﾞﾙ1 24 24 25 32 34 33 35 33 35 33

　同　マルチ2回目 24 25 26 33 35 34 36 34 36 34

　同　マルチ3回目 24 26 27 34 36 35 37 35 37 35

　同　マルチ4回目 24 27 28 35 37 36 38 36 38 36

　同　マルチ5回目 24 28 29 36 38 37 39 37 39 37

1168 受注者建設業許可日 K 22 22 29 30 37 39 38 40 38 40 38

1024 発注者名 Ｋ 56 56 28 31 38 40 39 41 39 41 39

1005 JV工事フラグ Ｘ 1 1 29 32 39 41 40 42 40 42 40

1003 その他のJV構成企業名 Ｋ 56 3 MRﾚﾍﾞﾙ1 56 30 33 40 42 41 43 41 43 41

　同　マルチ2回目 56 31 34 41 43 42 44 42 44 42

　同　マルチ3回目 56 32 35 42 44 43 45 43 45 43

1026 発注者代表者氏名 K 28 28 43 45 44 46 44 46 44

1028 発注者担当部署名 Ｋ 40 2 MAﾚﾍﾞﾙ1 40 33 36 44 46 45 47 45 47 45

1029 発注者担当者名 Ｋ 20 2 MAﾚﾍﾞﾙ1 20 34 37 45 47 46 48 46 48 46

1030 発注者担当郵便番号 Ｘ 10 2 MAﾚﾍﾞﾙ1 10 35 38 46 48 47 49 47 49 47

1031 発注者担当住所 Ｋ 60 2 MAﾚﾍﾞﾙ1 60 36 39 47 49 48 50 48 50 48
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1032 発注者担当電話番号 Ｘ 15 2 MAﾚﾍﾞﾙ1 15 37 40 48 50 49 51 49 51 49

1033 発注者担当ＦＡＸ番号 Ｘ 15 2 MAﾚﾍﾞﾙ1 15 38 41 49 51 50 52 50 52 50

1028 　マルチ2回目 40 39 42 50 52 51 53 51 53 51

1029 　マルチ2回目 20 40 43 51 53 52 54 52 54 52

1030 　マルチ2回目 10 41 44 52 54 53 55 53 55 53

1031 　マルチ2回目 60 42 45 53 55 54 56 54 56 54

1032 　マルチ2回目 15 43 46 54 56 55 57 55 57 55

1033 　マルチ2回目 15 44 47 55 57 56 58 56 58 56

1169 発注者決裁者名 Ｋ 20 2 MGﾚﾍﾞﾙ1 20 45 48 56 58 57 59 57 59 57

　同　マルチ2回目 56 46 49 57 59 58 60 58 60 58

1042 工事場所・受渡し場所名称 Ｋ 76 76 47 50 58 60 59 61 59 61 59

1173 工事場所・受渡し場所略称 Ｋ 50 50 48 51 59 61 60 62 60 62 60

1016 工事場所・受渡し場所郵便番号 Ｘ 10 10 49 52 60 62 61 63 61 63 61

1043 工事場所・受渡し場所住所 Ｋ 60 60 50 53 61 63 62 64 62 64 62

1025 工事場所・受渡し場所所長名 Ｋ 20 20 51 54 62 64 63 65 63 65 63

1027 工事場所・受渡し場所担当者名 Ｋ 20 20 52 55 63 65 64 66 64 66 64

1041 工事場所・受渡し場所電話番号 Ｘ 15 15 53 56 64 66 65 67 65 67 65

1182 工事場所・受渡し場所ＦＡＸ番号 Ｘ 15 15 54 57 65 67 66 68 66 68 66

1045 取引件名（注文件名） Ｋ 40 40 55 58 66 68 67 69 67 69 67

1047 受渡方法 M 30 30 56 59 67 69 68 70 68 70 68

1139 工期・納期指定 K 120 120

1052 工事・納入開始日 Ｘ 8 8 57 60 68 70 69 71 69 71 69

1053 工事・納入終了日・納入期限 Ｘ 8 8 58 61 69 71 70 72 70 72 70

1044 別途受渡し場所名称 Ｋ 76 76 59 62 70 72 71 73 71 73 71

1095 別途受渡し場所住所 Ｋ 60 60 60 63 71 73 72 74 72 74 72

1054 保証期間指定 M 60 60 72 74 73 75 73 75 73

1055 精算条件 M 60 60 61 64 73 75 74 76 74 76 74

1056 支払条件 M 60 4 M2ﾚﾍﾞﾙ1 60 62 65 74 76 75 77 75 77 75

　同　マルチ2回目 60 63 66 75 77 76 78 76 78 76

　同　マルチ3回目 60 64 67 76 78 77 79 77 79 77

　同　マルチ4回目 60 65 68 77 79 78 80 78 80 78

1066 保険条項 M 60 60 78 80 79 81 79 81 79

1069 受注者側見積・契約条件 M 76 20 M3ﾚﾍﾞﾙ1 76 66 30 79 81 80 82 80 82 80

　同　マルチ2回目 76 67 31 80 82 81 83 81 83 81

　同　マルチ3回目 76 68 32 81 83 82 84 82 84 82

　同　マルチ4回目 76 69 33 82 84 83 85 83 85 83

　同　マルチ5回目 76 70 34 83 85 84 86 84 86 84

　同　マルチ6回目 76 71 35 84 86 85 87 85 87 85

　同　マルチ7回目 76 72 36 85 87 86 88 86 88 86

　同　マルチ8回目 76 73 37 86 88 87 89 87 89 87

　同　マルチ9回目 76 74 38 87 89 88 90 88 90 88

　同　マルチ10回目 76 75 39 88 90 89 91 89 91 89

　同　マルチ11回目 76 76 40 89 91 90 92 90 92 90

　同　マルチ12回目 76 77 41 90 92 91 93 91 93 91

　同　マルチ13回目 76 78 42 91 93 92 94 92 94 92

　同　マルチ14回目 76 79 43 92 94 93 95 93 95 93

　同　マルチ15回目 76 80 44 93 95 94 96 94 96 94

　同　マルチ16回目 76 81 45 94 96 95 97 95 97 95

　同　マルチ17回目 76 82 46 95 97 96 98 96 98 96

　同　マルチ18回目 76 83 47 96 98 97 99 97 99 97

　同　マルチ19回目 76 84 48 97 99 98 100 98 100 98

　同　マルチ20回目 76 85 49 98 100 99 101 99 101 99
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1174 発注者側見積・契約条件 M 62 8 MIﾚﾍﾞﾙ1 62 86 69 99 101 100 102 100 102 100

　同　マルチ2回目 62 87 70 100 102 101 103 101 103 101

　同　マルチ3回目 62 88 71 101 103 102 104 102 104 102

　同　マルチ4回目 62 89 72 102 104 103 105 103 105 103

　同　マルチ5回目 62 90 73 103 105 104 106 104 106 104

　同　マルチ6回目 62 91 74 104 106 105 107 105 107 105

　同　マルチ7回目 62 92 75 105 107 106 108 106 108 106

　同　マルチ8回目 62 93 76 106 108 107 109 107 109 107

1175 特記事項 M 76 10 MJﾚﾍﾞﾙ1 76 94 77 107 109 108 110 108 110 108

　同　マルチ2回目 76 95 78 108 110 109 111 109 111 109

　同　マルチ3回目 76 96 79 109 111 110 112 110 112 110

　同　マルチ4回目 76 97 80 110 112 111 113 111 113 111

　同　マルチ5回目 76 98 81 111 113 112 114 112 114 112

　同　マルチ6回目 76 99 82 112 114 113 115 113 115 113

　同　マルチ7回目 76 100 83 113 115 114 116 114 116 114

　同　マルチ8回目 76 101 84 114 116 115 117 115 117 115

　同　マルチ9回目 76 102 85 115 117 116 118 116 118 116

　同　マルチ10回目 76 103 86 116 118 117 119 117 119 117

1176 特記事項２ M 76 20 MＫﾚﾍﾞﾙ1 76 104 87 117 119 118 120 118 120 118

　同　マルチ2回目 76 105 88 118 120 119 121 119 121 119

　同　マルチ3回目 76 106 89 119 121 120 122 120 122 120

　同　マルチ4回目 76 107 90 120 122 121 123 121 123 121

　同　マルチ5回目 76 108 91 121 123 122 124 122 124 122

　同　マルチ6回目 76 109 92 122 124 123 125 123 125 123

　同　マルチ7回目 76 110 93 123 125 124 126 124 126 124

　同　マルチ8回目 76 111 94 124 126 125 127 125 127 125

　同　マルチ9回目 76 112 95 125 127 126 128 126 128 126

　同　マルチ10回目 76 113 96 126 128 127 129 127 129 127

　同　マルチ11回目 76 114 97 127 129 128 130 128 130 128

　同　マルチ12回目 76 115 98 128 130 129 131 129 131 129

　同　マルチ13回目 76 116 99 129 131 130 132 130 132 130

　同　マルチ14回目 76 117 100 130 132 131 133 131 133 131

　同　マルチ15回目 76 118 101 131 133 132 134 132 134 132

　同　マルチ16回目 76 119 102 132 134 133 135 133 135 133

　同　マルチ17回目 76 120 103 133 135 134 136 134 136 134

　同　マルチ18回目 76 121 104 134 136 135 137 135 137 135

　同　マルチ19回目 76 122 105 135 137 136 138 136 138 136

　同　マルチ20回目 76 123 106 136 138 137 139 137 139 137

1140 見積有効期間 K 40 40

1070 見積有効期限年月日 X 8 8 50

1141 見積提出期限年月日 Ｘ 8 8 124 107

1071 運送費用負担 M 20 20 125 108 137 139 138 140 138 140 138

1079 基本契約日 9 8 8 138 140 139 141 139 141 139

1302 基本契約番号 M 24 24 139 141 140 142 140 142 140

1312 出来高査定方式識別コード X 1 1 140 142 141 143 141 143 141

57 消費税コード Ｘ 1 1 126 51 109 141 143 142 144 142 144 142

59 課税分類コード X 1 1 52 110 142 144 143 145 143 145 143

1004 消費税率 N 3 1 6 53 111 143 145 144 146 144 146 144

1088 明細金額計 N 12 13 54 112 144 146 145 147 145 147 145

1089 明細金額計調整額 Ｎ 12 13 127 55 113 145 147 146 148 146 148 146

1090 調整後帳票金額計 N 12 13 56 114 146 148 147 149 147 149 147

1096 消費税額 N 12 13 57 115 147 149 148 150 148 150 148

1097 最終帳票金額 N 12 13 58 116 148 150 149 151 149 151 149
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1136 備考 M 240 1 M5ﾚﾍﾞﾙ1 240

55 自由使用欄 X 120 120

1014 送り状案内 M 76 39 MQﾚﾍﾞﾙ1 76 128 59 117 149 151 150 152 150 152 150

　同　マルチ2回目 129 60 118 150 152 151 153 151 153 151

　同　マルチ3回目 130 61 119 151 153 152 154 152 154 152

　同　マルチ4回目 131 62 120 152 154 153 155 153 155 153

　同　マルチ5回目 132 63 121 153 155 154 156 154 156 154

　同　マルチ6回目 133 64 122 154 156 155 157 155 157 155

　同　マルチ7回目 134 65 123 155 157 156 158 156 158 156

　同　マルチ8回目 135 66 124 156 158 157 159 157 159 157

　同　マルチ9回目 136 67 125 157 159 158 160 158 160 158

　同　マルチ10回目 137 68 126 158 160 159 161 159 161 159

　同　マルチ11回目 138 69 127 159 161 160 162 160 162 160

　同　マルチ12回目 139 70 128 160 162 161 163 161 163 161

　同　マルチ13回目 140 71 129 161 163 162 164 162 164 162

　同　マルチ14回目 141 72 130 162 164 163 165 163 165 163

　同　マルチ15回目 142 73 131 163 165 164 166 164 166 164

　同　マルチ16回目 143 74 132 164 166 165 167 165 167 165

　同　マルチ17回目 144 75 133 165 167 166 168 166 168 166

　同　マルチ18回目 145 76 134 166 168 167 169 167 169 167

　同　マルチ19回目 146 77 135 167 169 168 170 168 170 168

　同　マルチ20回目 147 78 136 168 170 169 171 169 171 169

　同　マルチ21回目 148 79 137 169 171 170 172 170 172 170

　同　マルチ22回目 149 80 138 170 172 171 173 171 173 171

　同　マルチ23回目 150 81 139 171 173 172 174 172 174 172

　同　マルチ24回目 151 82 140 172 174 173 175 173 175 173

　同　マルチ25回目 152 83 141 173 175 174 176 174 176 174

　同　マルチ26回目 153 84 142 174 176 175 177 175 177 175

　同　マルチ27回目 154 85 143 175 177 176 178 176 178 176

　同　マルチ28回目 155 86 144 176 178 177 179 177 179 177

　同　マルチ29回目 156 87 145 177 179 178 180 178 180 178

　同　マルチ30回目 157 88 146 178 180 179 181 179 181 179

　同　マルチ31回目 158 89 147 179 181 180 182 180 182 180

　同　マルチ32回目 159 90 148 180 182 181 183 181 183 181

　同　マルチ33回目 160 91 149 181 183 182 184 182 184 182

　同　マルチ34回目 161 92 150 182 184 183 185 183 185 183

　同　マルチ35回目 162 93 151 183 185 184 186 184 186 184

　同　マルチ36回目 163 94 152 184 186 185 187 185 187 185

　同　マルチ37回目 164 95 153 185 187 186 188 186 188 186

　同　マルチ38回目 165 96 154 186 188 187 189 187 189 187

　同　マルチ39回目 166 97 155 187 189 188 190 188 190 188

1183 使用メーカ名 Ｋ 40 10 MOﾚﾍﾞﾙ1 40 167 98 156 188 190 189 191 189 191 189

1184 使用メーカ見積金額合計 Ｎ 12 10 MOﾚﾍﾞﾙ1 13 168 99 157 189 191 190 192 190 192 190

1185 使用メーカ購入品名、数量単位 M 40 10 MOﾚﾍﾞﾙ1 40 169 100 158 190 192 191 193 191 193 191

1186 使用メーカ購入品数量 Ｎ 7 10 MOﾚﾍﾞﾙ1 8 170 101 159 191 193 192 194 192 194 192

1183 　マルチ2回目 40 171 102 160 192 194 193 195 193 195 193

1184 　マルチ2回目 13 172 103 161 193 195 194 196 194 196 194

1185 　マルチ2回目 40 173 104 162 194 196 195 197 195 197 195

1186 　マルチ2回目 8 174 105 163 195 197 196 198 196 198 196

1183 　マルチ3回目 40 175 106 164 196 198 197 199 197 199 197

1184 　マルチ3回目 13 176 107 165 197 199 198 200 198 200 198

1185 　マルチ3回目 40 177 108 166 198 200 199 201 199 201 199

1186 　マルチ3回目 8 178 109 167 199 201 200 202 200 202 200  
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1183 　マルチ4回目 40 179 110 168 200 202 201 203 201 203 201

1184 　マルチ4回目 13 180 111 169 201 203 202 204 202 204 202

1185 　マルチ4回目 40 181 112 170 202 204 203 205 203 205 203

1186 　マルチ4回目 8 182 113 171 203 205 204 206 204 206 204

1183 　マルチ5回目 40 183 114 172 204 206 205 207 205 207 205

1184 　マルチ5回目 13 184 115 173 205 207 206 208 206 208 206

1185 　マルチ5回目 40 185 116 174 206 208 207 209 207 209 207

1186 　マルチ5回目 8 186 117 175 207 209 208 210 208 210 208

1183 　マルチ6回目 40 187 118 176 208 210 209 211 209 211 209

1184 　マルチ6回目 13 188 119 177 209 211 210 212 210 212 210

1185 　マルチ6回目 40 189 120 178 210 212 211 213 211 213 211

1186 　マルチ6回目 8 190 121 179 211 213 212 214 212 214 212

1183 　マルチ7回目 40 191 122 180 212 214 213 215 213 215 213

1184 　マルチ7回目 13 192 123 181 213 215 214 216 214 216 214

1185 　マルチ7回目 40 193 124 182 214 216 215 217 215 217 215

1186 　マルチ7回目 8 194 125 183 215 217 216 218 216 218 216

1183 　マルチ8回目 40 195 126 184 216 218 217 219 217 219 217

1184 　マルチ8回目 13 196 127 185 217 219 218 220 218 220 218

1185 　マルチ8回目 40 197 128 186 218 220 219 221 219 221 219

1186 　マルチ8回目 8 198 129 187 219 221 220 222 220 222 220

1183 　マルチ9回目 40 199 130 188 220 222 221 223 221 223 221

1184 　マルチ9回目 13 200 131 189 221 223 222 224 222 224 222

1185 　マルチ9回目 40 201 132 190 222 224 223 225 223 225 223

1186 　マルチ9回目 8 202 133 191 223 225 224 226 224 226 224

1183 　マルチ10回目 40 203 134 192 224 226 225 227 225 227 225

1184 　マルチ10回目 13 204 135 193 225 227 226 228 226 228 226

1185 　マルチ10回目 40 205 136 194 226 228 227 229 227 229 227

1186 　マルチ10回目 8 206 137 195 227 229 228 230 228 230 228

1187 使用商社名 Ｋ 40 10 MPﾚﾍﾞﾙ1 40 207 138 196 228 230 229 231 229 231 229

1188 使用商社見積金額合計 Ｎ 12 10 MPﾚﾍﾞﾙ1 13 208 139 197 229 231 230 232 230 232 230

1189 使用商社購入品名、数量単位 M 40 10 MPﾚﾍﾞﾙ1 40 209 140 198 230 232 231 233 231 233 231

1190 使用商社購入品数量 Ｎ 7 10 MPﾚﾍﾞﾙ1 8 210 141 199 231 233 232 234 232 234 232

1187 　マルチ2回目 40 211 142 200 232 234 233 235 233 235 233

1188 　マルチ2回目 13 212 143 201 233 235 234 236 234 236 234

1189 　マルチ2回目 40 213 144 202 234 236 235 237 235 237 235

1190 　マルチ2回目 8 214 145 203 235 237 236 238 236 238 236

1187 　マルチ3回目 40 215 146 204 236 238 237 239 237 239 237

1188 　マルチ3回目 13 216 147 205 237 239 238 240 238 240 238

1189 　マルチ3回目 40 217 148 206 238 240 239 241 239 241 239

1190 　マルチ3回目 8 218 149 207 239 241 240 242 240 242 240

1187 　マルチ4回目 40 219 150 208 240 242 241 243 241 243 241

1188 　マルチ4回目 13 220 151 209 241 243 242 244 242 244 242

1189 　マルチ4回目 40 221 152 210 242 244 243 245 243 245 243

1190 　マルチ4回目 8 222 153 211 243 245 244 246 244 246 244

1187 　マルチ5回目 40 223 154 212 244 246 245 247 245 247 245

1188 　マルチ5回目 13 224 155 213 245 247 246 248 246 248 246

1189 　マルチ5回目 40 225 156 214 246 248 247 249 247 249 247

1190 　マルチ5回目 8 226 157 215 247 249 248 250 248 250 248

1187 　マルチ6回目 40 227 158 216 248 250 249 251 249 251 249

1188 　マルチ6回目 13 228 159 217 249 251 250 252 250 252 250

1189 　マルチ6回目 40 229 160 218 250 252 251 253 251 253 251

1190 　マルチ6回目 8 230 161 219 251 253 252 254 252 254 252

1187 　マルチ7回目 40 231 162 220 252 254 253 255 253 255 253

1188 　マルチ7回目 13 232 163 221 253 255 254 256 254 256 254

1189 　マルチ7回目 40 233 164 222 254 256 255 257 255 257 255

1190 　マルチ7回目 8 234 165 223 255 257 256 258 256 258 256  
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1187 　マルチ8回目 40 235 166 224 256 258 257 259 257 259 257

1188 　マルチ8回目 13 236 167 225 257 259 258 260 258 260 258

1189 　マルチ8回目 40 237 168 226 258 260 259 261 259 261 259

1190 　マルチ8回目 8 238 169 227 259 261 260 262 260 262 260

1187 　マルチ9回目 40 239 170 228 260 262 261 263 261 263 261

1188 　マルチ9回目 13 240 171 229 261 263 262 264 262 264 262

1189 　マルチ9回目 40 241 172 230 262 264 263 265 263 265 263

1190 　マルチ9回目 8 242 173 231 263 265 264 266 264 266 264

1187 　マルチ10回目 40 243 174 232 264 266 265 267 265 267 265

1188 　マルチ10回目 13 244 175 233 265 267 266 268 266 268 266

1189 　マルチ10回目 40 245 176 234 266 268 267 269 267 269 267

1190 　マルチ10回目 8 246 177 235 267 269 268 270 268 270 268

1179 帳票データチェック値 Ｘ 15 9 MMﾚﾍﾞﾙ1 15 247 178 236 268 270 269 271 269 271 269

　同　マルチ2回目 15 248 179 237 269 271 270 272 270 272 270

　同　マルチ3回目 15 249 180 238 270 272 271 273 271 273 271

　同　マルチ4回目 15 250 181 239 271 273 272 274 272 274 272

　同　マルチ5回目 15 251 182 240 272 274 273 275 273 275 273

　同　マルチ6回目 15 252 183 241 273 275 274 276 274 276 274

　同　マルチ7回目 15 253 184 242 274 276 275 277 275 277 275

　同　マルチ8回目 15 254 185 243 275 277 276 278 276 278 276

　同　マルチ9回目 15 255 186 244 276 278 277 279 277 279 277

1199 解除、打切理由 M 76 10 MTﾚﾍﾞﾙ1 76 278 280 278

　同　マルチ2回目 76 279 281 279

　同　マルチ3回目 76 280 282 280

　同　マルチ4回目 76 281 283 281

　同　マルチ5回目 76 282 284 282

　同　マルチ6回目 76 283 285 283

　同　マルチ7回目 76 284 286 284

　同　マルチ8回目 76 285 287 285

　同　マルチ9回目 76 286 288 286

　同　マルチ10回目 76 287 289 287  
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1 データ処理No. ９ 5 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 情報区分コード Ｘ 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 データ作成日 ９ 8 8 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

4 発注者コード Ｘ 12 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

5 受注者コード Ｘ 12 12 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

1197 サブセット・バージョン X 12 12 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

1198 契約変更識別コード X 2 2

9 訂正コード Ｘ 1 1 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

1006 工事コード Ｘ 12 12 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

1306 変更工事コード X 12 12 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1007 帳票No. Ｘ 14 14 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

1300 注文番号枝番 X 2 2 11 11 11 11 11

1008 帳票年月日 ９ 8 8 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11

1009 参照帳票No. Ｘ 14 14 13 13 12 12 12 12 12 12

1010 参照帳票年月日 9 8 8 14 14 13 13 13 13 13 13

1303 注文番号 X 14 14 14 14 14 14 14 14

1301 参照帳票No.2 X 14 14 13 15 13 15 13 15 15 15

1304 参照帳票No.3 Ｘ 14 14 16 16 16

1023 受注者コード２(発注者採番) Ｘ 10 10 14 16 14 16 14 12 17 17 17 15 15 15

1046 取引件名（注文件名）コード Ｘ 8 8 15 17 15 17 15 13 18 18 18 16

1191 原価要素名 Ｋ 16 16 16 18 16 18 16 14 19 19 19 17

1192 原価要素コード Ｘ 5 5 17 19 17 19 17 15 20 20 20 18

1193 原価科目名 Ｋ 40 40 18 20 18 20 18 16 21 21 21 19

1194 原価科目コード Ｘ 5 5 19 21 19 21 19 17 22 22 22 20

1195 原価細目名 Ｋ 24 24 20 22 20 22 20 18 23 23 23 21

1196 原価細目コード Ｘ 5 5 21 23 21 23 21 19 24 24 24 22

1013 受注者名 Ｋ 40 40 22 24 22 24 22 20 25 25 25 23 16 16

1015 受注者代表者氏名 Ｋ 28 28 23 25 23 25 23 21 26 26 26 24 17 17

1017 受注者担当部署名 Ｋ 40 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 40 24 26 24 26 24 22 27 27 27 25 18 18

1018 受注者担当者名 Ｋ 20 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 20 25 27 25 27 25 23 28 28 28 26 19 19

1019 受注者担当郵便番号 Ｘ 10 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 10 26 28 26 28 26 24 29 29 29 27 20 20

1020 受注者担当住所 Ｋ 60 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 60 27 29 27 29 27 25 30 30 30 28 21 21

1021 受注者担当電話番号 Ｘ 15 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 15 28 30 28 30 28 26 31 31 31 29 22 22

1022 受注者担当FAＸ番号 Ｘ 15 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 15 29 31 29 31 29 27 32 32 32 30 23 23

1165 受注者決裁者名 K 20 MEﾚﾍﾞﾙ1 1 20 30 32 30 32 30

1166 受注者建設業許可区分・登録コー K 40 40 31 33 31 33 31

1167 受注者建設業許可工事業種 K 24 MFﾚﾍﾞﾙ1 5 24 32 34 32 34 32

同　マルチ2回目 24 33 35 33 35 33

同　マルチ3回目 24 34 36 34 36 34

同　マルチ4回目 24 35 37 35 37 35

同　マルチ5回目 24 36 38 36 38 36

1168 受注者建設業許可日 K 22 22 37 39 37 39 37

1024 発注者名 Ｋ 56 56 38 40 38 40 38 28 33 33 33 31 24 24

1005 JV工事フラグ Ｘ 1 1 39 41 39 41 39 29 34 34 34 32 25 25

1003 その他のJV構成企業名 Ｋ 56 MRﾚﾍﾞﾙ1 3 56 40 42 40 42 40 30 35 35 35 33 26 26

同　マルチ2回目 56 41 43 41 43 41 31 36 36 36 34 27 27

同　マルチ3回目 56 42 44 42 44 42 32 37 37 37 35 28 28

1026 発注者代表者氏名 K 28 28 43 45 43 45 43 33 38 38 38 36 29 29

1028 発注者担当部署名 Ｋ 40 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 40 44 46 44 46 44 34 39 39 39 37 30 30

1029 発注者担当者名 Ｋ 20 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 20 45 47 45 47 45 35 40 40 40 38 31 31

1030 発注者担当郵便番号 Ｘ 10 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 10 46 48 46 48 46 36 41 41 41 39 32 32  
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1031 発注者担当住所 Ｋ 60 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 60 47 49 47 49 47 37 42 42 42 40 33 33

1032 発注者担当電話番号 Ｘ 15 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 15 48 50 48 50 48 38 43 43 43 41 34 34

1033 発注者担当ＦＡＸ番号 Ｘ 15 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 15 49 51 49 51 49 39 44 44 44 42 35 35

1028 　マルチ2回目 40 50 52 50 52 50 40 45 45 45 43 36 36

1029 　マルチ2回目 20 51 53 51 53 51 41 46 46 46 44 37 37

1030 　マルチ2回目 10 52 54 52 54 52 42 47 47 47 45 38 38

1031 　マルチ2回目 60 53 55 53 55 53 43 48 48 48 46 39 39

1032 　マルチ2回目 15 54 56 54 56 54 44 49 49 49 47 40 40

1033 　マルチ2回目 15 55 57 55 57 55 45 50 50 50 48 41 41

1169 発注者決裁者名 Ｋ 20 MGﾚﾍﾞﾙ12 20 56 58 56 58 56

同　マルチ2回目 20 57 59 57 59 57

1372 工種・科目コード M 12 12 46 51 51 51 49 42 42

1042 工事場所・受渡し場所名称 Ｋ 76 76 58 60 58 60 58 47 52 52 52 50 43 43

1173 工事場所・受渡し場所略称 Ｋ 50 50 59 61 59 61 59 48 53 53 53 51 44 44

1016 工事場所・受渡し場所郵便番号 Ｘ 10 10 60 62 60 62 60 49 54 54 54 52 45 45

1043 工事場所・受渡し場所住所 Ｋ 60 60 61 63 61 63 61 50 55 55 55 53 46 46

1025 工事場所・受渡し場所所長名 Ｋ 20 20 62 64 62 64 62 51 56 56 56 54 47 47

1027 工事場所・受渡し場所担当者名 Ｋ 20 20 63 65 63 65 63 52 57 57 57 55 48 48

1041 工事場所・受渡し場所電話番号 Ｘ 15 15 64 66 64 66 64 53 58 58 58 56 49 49

1182 工事場所・受渡し場所ＦＡＸ番号 Ｘ 15 15 65 67 65 67 65 54 59 59 59 57 50 50

1371 工事場所・受渡し場所所在地コー
ド(JIS)

X 5 5 55 60 60 60 58 51 51

1045 取引件名（注文件名） Ｋ 40 40 66 68 66 68 66 56 61 61 61 59 52 52

1047 受渡方法 M 30 30 67 69 67 69 67 57

1052 工事・納入開始日 Ｘ 8 8 68 70 68 70 68 58 62 62 62 60 53 53

1053 工事・納入終了日・納入期限 Ｘ 8 8 69 71 69 71 69 59 63 63 63 61 54 54

1044 別途受渡し場所名称 Ｋ 76 76 70 72 70 72 70 60 64 64 64 62

1095 別途受渡し場所住所 Ｋ 60 60 71 73 71 73 71 61 65 65 65 63

1054 保証期間指定 M 60 60 72 74 72 74 72 62

1055 精算条件 M 60 60 73 75 73 75 73 63

1056 支払条件 M 60 M2ﾚﾍﾞﾙ1 4 60 74 76 74 76 74 64

同　マルチ2回目 60 75 77 75 77 75 65

同　マルチ3回目 60 76 78 76 78 76 66

同　マルチ4回目 60 77 79 77 79 77 67

1066 保険条項 M 60 60 78 80 78 80 78 68

1069 受注者側見積・契約条件 M 76 M3ﾚﾍﾞﾙ1 20 76 79 81 79 81 79 69

同　マルチ2回目 76 80 82 80 82 80 70

同　マルチ3回目 76 81 83 81 83 81 71

同　マルチ4回目 76 82 84 82 84 82 72

同　マルチ5回目 76 83 85 83 85 83 73

同　マルチ6回目 76 84 86 84 86 84 74

同　マルチ7回目 76 85 87 85 87 85 75

同　マルチ8回目 76 86 88 86 88 86 76

同　マルチ9回目 76 87 89 87 89 87 77

同　マルチ10回目 76 88 90 88 90 88 78

同　マルチ11回目 76 89 91 89 91 89 79

同　マルチ12回目 76 90 92 90 92 90 80

同　マルチ13回目 76 91 93 91 93 91 81

同　マルチ14回目 76 92 94 92 94 92 82

同　マルチ15回目 76 93 95 93 95 93 83

同　マルチ16回目 76 94 96 94 96 94 84

同　マルチ17回目 76 95 97 95 97 95 85



B.Ⅰ.CSV インタフェース機能 

Ver.2.1 ad.5 (2008.06.10) 82

   注文 打切 出来高 請求 立替

CI-NET LiteS定義 確
定

請
け

申
込

承
諾

通
知

要
請

報
告

確
認

請
求

確
認

報
告

確
認

タグ 項目名 属
性

byt
e数

小
数

マルチ 回
数

最
大
長

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

同　マルチ18回目 76 96 98 96 98 96 86

同　マルチ19回目 76 97 99 97 99 97 87

同　マルチ20回目 76 98 100 98 100 98 88

1174 発注者側見積・契約条件 M 62 MIﾚﾍﾞﾙ1 8 62 99 101 99 101 99 89

同　マルチ2回目 62 100 102 100 102 100 90

同　マルチ3回目 62 101 103 101 103 101 91

同　マルチ4回目 62 102 104 102 104 102 92

同　マルチ5回目 62 103 105 103 105 103 93

同　マルチ6回目 62 104 106 104 106 104 94

同　マルチ7回目 62 105 107 105 107 105 95

同　マルチ8回目 62 106 108 106 108 106 96

1175 特記事項 M 76 MJﾚﾍﾞﾙ1 10 76 107 109 107 109 107 97

同　マルチ2回目 76 108 110 108 110 108 98

同　マルチ3回目 76 109 111 109 111 109 99

同　マルチ4回目 76 110 112 110 112 110 100

同　マルチ5回目 76 111 113 111 113 111 101

同　マルチ6回目 76 112 114 112 114 112 102

同　マルチ7回目 76 113 115 113 115 113 103

同　マルチ8回目 76 114 116 114 116 114 104

同　マルチ9回目 76 115 117 115 117 115 105

同　マルチ10回目 76 116 118 116 118 116 106

1176 特記事項２ M 76 MＫﾚﾍﾞﾙ120 76 117 119 117 119 117 107

同　マルチ2回目 76 118 120 118 120 118 108

同　マルチ3回目 76 119 121 119 121 119 109

同　マルチ4回目 76 120 122 120 122 120 110

同　マルチ5回目 76 121 123 121 123 121 111

同　マルチ6回目 76 122 124 122 124 122 112

同　マルチ7回目 76 123 125 123 125 123 113

同　マルチ8回目 76 124 126 124 126 124 114

同　マルチ9回目 76 125 127 125 127 125 115

同　マルチ10回目 76 126 128 126 128 126 116

同　マルチ11回目 76 127 129 127 129 127 117

同　マルチ12回目 76 128 130 128 130 128 118

同　マルチ13回目 76 129 131 129 131 129 119

同　マルチ14回目 76 130 132 130 132 130 120

同　マルチ15回目 76 131 133 131 133 131 121

同　マルチ16回目 76 132 134 132 134 132 122

同　マルチ17回目 76 133 135 133 135 133 123

同　マルチ18回目 76 134 136 134 136 134 124

同　マルチ19回目 76 135 137 135 137 135 125

同　マルチ20回目 76 136 138 136 138 136 126

1070 見積有効期限年月日 X 8 8

1141 見積提出期限年月日 Ｘ 8 8

1071 運送費用負担 M 20 20 137 139 137 139 137 127

1079 基本契約日 9 8 8 138 140 138 140 138 128 66 66 66 64

1302 基本契約番号 M 24 24 139 141 139 141 139 129 67 67 67 65

1312 出来高査定方式識別コード X 1 1 140 142 140 142 140 130 68 68 68 66

57 消費税コード Ｘ 1 1 141 143 141 143 141 131 69 69 69 67 55 55

59 課税分類コード X 1 1 142 144 142 144 142 132 70 70 70 68 56 56

1004 消費税率 N 3 1 6 143 145 143 145 143 133 71 71 71 69 57 57

1088 明細金額計 N 12 13 144 146 58 58

1089 明細金額計調整額 Ｎ 12 13 145 147 59 59
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1090 調整後帳票金額計 N 12 13 146 148 60 60

1096 消費税額 N 12 13 147 149 144 146 144 72 72 72 70 61 61

1097 最終帳票金額 N 12 13 148 150 145 147 145 73 73 73 71 62 62

1014 送り状案内 M 76 MQﾚﾍﾞﾙ139 76 149 151 146 148 146 134 74 74 74 72 63 63

同　マルチ2回目 76 150 152 147 149 147 135 75 75 75 73 64 64

同　マルチ3回目 76 151 153 148 150 148 136 76 76 76 74 65 65

同　マルチ4回目 76 152 154 149 151 149 137 77 77 77 75 66 66

同　マルチ5回目 76 153 155 150 152 150 138 78 78 78 76 67 67

同　マルチ6回目 76 154 156 151 153 151 139 79 79 79 77 68 68

同　マルチ7回目 76 155 157 152 154 152 140 80 80 80 78 69 69

同　マルチ8回目 76 156 158 153 155 153 141 81 81 81 79 70 70

同　マルチ9回目 76 157 159 154 156 154 142 82 82 82 80 71 71

同　マルチ10回目 76 158 160 155 157 155 143 83 83 83 81 72 72

同　マルチ11回目 76 159 161 156 158 156 144 84 84 84 82 73 73

同　マルチ12回目 76 160 162 157 159 157 145 85 85 85 83 74 74

同　マルチ13回目 76 161 163 158 160 158 146 86 86 86 84 75 75

同　マルチ14回目 76 162 164 159 161 159 147 87 87 87 85 76 76

同　マルチ15回目 76 163 165 160 162 160 148 88 88 88 86 77 77

同　マルチ16回目 76 164 166 161 163 161 149 89 89 89 87 78 78

同　マルチ17回目 76 165 167 162 164 162 150 90 90 90 88 79 79

同　マルチ18回目 76 166 168 163 165 163 151 91 91 91 89 80 80

同　マルチ19回目 76 167 169 164 166 164 152 92 92 92 90 81 81

同　マルチ20回目 76 168 170 165 167 165 153 93 93 93 91 82 82

同　マルチ21回目 76 169 171 166 168 166 154 94 94 94 92 83 83

同　マルチ22回目 76 170 172 167 169 167 155 95 95 95 93 84 84

同　マルチ23回目 76 171 173 168 170 168 156 96 96 96 94 85 85

同　マルチ24回目 76 172 174 169 171 169 157 97 97 97 95 86 86

同　マルチ25回目 76 173 175 170 172 170 158 98 98 98 96 87 87

同　マルチ26回目 76 174 176 171 173 171 159 99 99 99 97 88 88

同　マルチ27回目 76 175 177 172 174 172 160 100 100 100 98 89 89

同　マルチ28回目 76 176 178 173 175 173 161 101 101 101 99 90 90

同　マルチ29回目 76 177 179 174 176 174 162 102 102 102 100 91 91

同　マルチ30回目 76 178 180 175 177 175 163 103 103 103 101 92 92

同　マルチ31回目 76 179 181 176 178 176 164 104 104 104 102 93 93

同　マルチ32回目 76 180 182 177 179 177 165 105 105 105 103 94 94

同　マルチ33回目 76 181 183 178 180 178 166 106 106 106 104 95 95

同　マルチ34回目 76 182 184 179 181 179 167 107 107 107 105 96 96

同　マルチ35回目 76 183 185 180 182 180 168 108 108 108 106 97 97

同　マルチ36回目 76 184 186 181 183 181 169 109 109 109 107 98 98

同　マルチ37回目 76 185 187 182 184 182 170 110 110 110 108 99 99

同　マルチ38回目 76 186 188 183 185 183 171 111 111 111 109 100 100

同　マルチ39回目 76 187 189 184 186 184 172 112 112 112 110 101 101

1183 使用メーカ名 Ｋ 40 MOﾚﾍﾞﾙ110 40 188 190 185 187 185

1184 使用メーカ見積金額合計 Ｎ 12 MOﾚﾍﾞﾙ110 13 189 191 186 188 186

1185 使用メーカ購入品名、数量単位 M 40 MOﾚﾍﾞﾙ110 40 190 192 187 189 187

1186 使用メーカ購入品数量 Ｎ 7 MOﾚﾍﾞﾙ110 8 191 193 188 190 188

1183 　マルチ2回目 40 192 194 189 191 189

1184 　マルチ2回目 13 193 195 190 192 190

1185 　マルチ2回目 40 194 196 191 193 191

1186 　マルチ2回目 8 195 197 192 194 192
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1183 　マルチ3回目 40 196 198 193 195 193

1184 　マルチ3回目 13 197 199 194 196 194

1185 　マルチ3回目 40 198 200 195 197 195

1186 　マルチ3回目 8 199 201 196 198 196

1183 　マルチ4回目 40 200 202 197 199 197

1184 　マルチ4回目 13 201 203 198 200 198

1185 　マルチ4回目 40 202 204 199 201 199

1186 　マルチ4回目 8 203 205 200 202 200

1183 　マルチ5回目 40 204 206 201 203 201

1184 　マルチ5回目 13 205 207 202 204 202

1185 　マルチ5回目 40 206 208 203 205 203

1186 　マルチ5回目 8 207 209 204 206 204

1183 　マルチ6回目 40 208 210 205 207 205

1184 　マルチ6回目 13 209 211 206 208 206

1185 　マルチ6回目 40 210 212 207 209 207

1186 　マルチ6回目 8 211 213 208 210 208

1183 　マルチ7回目 40 212 214 209 211 209

1184 　マルチ7回目 13 213 215 210 212 210

1185 　マルチ7回目 40 214 216 211 213 211

1186 　マルチ7回目 8 215 217 212 214 212

1183 　マルチ8回目 40 216 218 213 215 213

1184 　マルチ8回目 13 217 219 214 216 214

1185 　マルチ8回目 40 218 220 215 217 215

1186 　マルチ8回目 8 219 221 216 218 216

1183 　マルチ9回目 40 220 222 217 219 217

1184 　マルチ9回目 13 221 223 218 220 218

1185 　マルチ9回目 40 222 224 219 221 219

1186 　マルチ9回目 8 223 225 220 222 220

1183 　マルチ10回目 40 224 226 221 223 221

1184 　マルチ10回目 13 225 227 222 224 222

1185 　マルチ10回目 40 226 228 223 225 223

1186 　マルチ10回目 8 227 229 224 226 224

1187 使用商社名 Ｋ 40 MPﾚﾍﾞﾙ1 10 40 228 230 225 227 225

1188 使用商社見積金額合計 Ｎ 12 MPﾚﾍﾞﾙ1 10 13 229 231 226 228 226

1189 使用商社購入品名、数量単位 M 40 MPﾚﾍﾞﾙ1 10 40 230 232 227 229 227

1190 使用商社購入品数量 Ｎ 7 MPﾚﾍﾞﾙ1 10 8 231 233 228 230 228

1187 　マルチ2回目 40 232 234 229 231 229

1188 　マルチ2回目 13 233 235 230 232 230

1189 　マルチ2回目 40 234 236 231 233 231

1190 　マルチ2回目 8 235 237 232 234 232

1187 　マルチ3回目 40 236 238 233 235 233

1188 　マルチ3回目 13 237 239 234 236 234

1189 　マルチ3回目 40 238 240 235 237 235

1190 　マルチ3回目 8 239 241 236 238 236

1187 　マルチ4回目 40 240 242 237 239 237

1188 　マルチ4回目 13 241 243 238 240 238

1189 　マルチ4回目 40 242 244 239 241 239

1190 　マルチ4回目 8 243 245 240 242 240

1187 　マルチ5回目 40 244 246 241 243 241

1188 　マルチ5回目 13 245 247 242 244 242

1189 　マルチ5回目 40 246 248 243 245 243

1190 　マルチ5回目 8 247 249 244 246 244

1187 　マルチ6回目 40 248 250 245 247 245

1188 　マルチ6回目 13 249 251 246 248 246

1189 　マルチ6回目 40 250 252 247 249 247

1190 　マルチ6回目 8 251 253 248 250 248  
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1187 　マルチ7回目 40 252 254 249 251 249

1188 　マルチ7回目 13 253 255 250 252 250

1189 　マルチ7回目 40 254 256 251 253 251

1190 　マルチ7回目 8 255 257 252 254 252

1187 　マルチ8回目 40 256 258 253 255 253

1188 　マルチ8回目 13 257 259 254 256 254

1189 　マルチ8回目 40 258 260 255 257 255

1190 　マルチ8回目 8 259 261 256 258 256

1187 　マルチ9回目 40 260 262 257 259 257

1188 　マルチ9回目 13 261 263 258 260 258

1189 　マルチ9回目 40 262 264 259 261 259

1190 　マルチ9回目 8 263 265 260 262 260

1187 　マルチ10回目 40 264 266 261 263 261

1188 　マルチ10回目 13 265 267 262 264 262

1189 　マルチ10回目 40 266 268 263 265 263

1190 　マルチ10回目 8 267 269 264 266 264

1179 帳票データチェック値 Ｘ 15 MMﾚﾍﾞﾙ19 15 268 270 265 267 265 173 113 113 113 111 102 102

同　マルチ2回目 15 269 271 266 268 266 174 114 114 114 112 103 103

同　マルチ3回目 15 270 272 267 269 267 175 115 115 115 113 104 104

同　マルチ4回目 15 271 273 268 270 268 176 116 116 116 114 105 105

同　マルチ5回目 15 272 274 269 271 269 177 117 117 117 115 106 106

同　マルチ6回目 15 273 275 270 272 270 178 118 118 118 116 107 107

同　マルチ7回目 15 274 276 271 273 271 179 119 119 119 117 108 108

同　マルチ8回目 15 275 277 272 274 272 180 120 120 120 118 109 109

同　マルチ9回目 15 276 278 273 275 273 181 121 121 121 119 110 110

1199 解除、打切理由 M 76 MTﾚﾍﾞﾙ1 10 76 274 276 274

同　マルチ2回目 76 275 277 275

同　マルチ3回目 76 276 278 276

同　マルチ4回目 76 277 279 277

同　マルチ5回目 76 278 280 278

同　マルチ6回目 76 279 281 279

同　マルチ7回目 76 280 282 280

同　マルチ8回目 76 281 283 281

同　マルチ9回目 76 282 284 282

同　マルチ10回目 76 283 285 283

1092 契約金額計 N 12 13 284 286 284 182 122 122 122 120

1385 追加契約金額 N 12 13 285 287 285 183 123 123 123 121

1093 契約金額計調整額 N 12 13 286 288 286 184 124 124 124 122

1094 調整後契約金額計 N 12 13 287 289 287 185 125 125 125 123

1098 契約金額消費税額 N 12 13 288 290 288 186 126 126 126 124

1099 最終契約金額 N 12 13 289 291 289 187 127 127 127 125

1080 出来高調査日 9 8 8 290 292 290 128 128 128 126

1311 請求予定年月 9 6 6 291 293 291 188 129 129 129 127

1081 出来高調査回数 9 6 6 292 294 292 189 130 130 130 128

1082 今回迄の請求回数 9 6 6 131 129

1313 請求算定方式コード X 2 2 293 295 293 190 131 131 132 130

1314 請求完了区分コード X 1 1 191 132 132 133 131

1315 出来高・請求・立替査定結果コード X 2 2 133 132 111

1316 請求確認コード X 1 1 133

1381 検査完了予定日 9 8 8 192 133 134 134 134

1382 引渡予定日 9 8 8 193 134 135 135 135  
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1058 支払条件：部分払い割合 N 3 1 6 294 296 294 194 135 136 136 136

1107 前回迄累積出来高金額計 N 12 13 295 297 295 136 137 137 137

1321 前回迄累積出来高金額計調整額 N 12 13 296 298 296 137 138 138 138

1322 調整後前回迄累積出来高金額計 N 12 13 297 299 297 138 139 139 139

1101 前回迄累積請求金額計 N 12 13 298 300 298 139 140 140 140

1323 前回迄累積支払金額計 N 12 13 299 301 299 140 141 141 141

1152 税込前回迄累積出来高金額計 N 12 13 300 302 300 141 142 142 142

1351 税込前回迄累積出来高金額計調
整額

N 12 13 301 303 301 142 143 143 143

1352 調整後税込前回迄累積出来高金
額計

N 12 13 302 304 302 143 144 144 144

1159 税込前回迄累積請求金額計 N 12 13 303 305 303 144 145 145 145

1109 今回迄累積出来高金額計 N 12 13 304 306 304 145 146 146 146

1331 今回迄累積出来高金額計調整額 N 12 13 305 307 305 146 147 147 147

1332 調整後今回迄累積出来高金額計 N 12 13 306 308 306 147 148 148 148

1103 今回迄累積請求金額計 N 12 13 307 309 307 148 149 149 149

1334 今回迄累積請求金額計消費税額 N 12 13 149 150 150 150

1114 今回迄累積請求保留金額計 N 12 13 308 310 308 150 151 151 151

1153 税込今回迄累積出来高金額計 N 12 13 309 311 309 151 152 152 152

1341 税込今回迄累積出来高金額計調
整額

N 12 13 310 312 310 152 153 153 153

1342 調整後税込今回迄累積出来高金
額計

N 12 13 311 313 311 153 154 154 154

1335 税込今回迄累積請求金額計(調整
前)

N 12 13 312 314 312 154 155 155 155

1163 税込今回迄累積請求保留金額計 N 12 13 313 315 313 155 156 156 156

1343 税込今回迄累積請求金額計調整
額

N 12 13 314 316 314 156 157 157 157

1160 税込今回迄累積請求金額計 N 12 13 315 317 315 157 158 158 158

1361 今回請求金額計(調整前) N 12 13 316 318 316 158 159 159 159

1362 今回請求金額計調整額 N 12 13 317 319 317 159 160 160 160

1112 今回請求金額計 N 12 13 318 320 318 160 161 161 161

1035 受注者指定金融機関名 K 20 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 20 162

1036 受注者指定金融機関支店名 K 20 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 20 163

1037 受注者指定金融機関預金種目 K 4 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 4 164

1038 受注者指定金融機関口座番号 9 14 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 14 165

1039 受注者指定金融機関口座名義 K 40 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 40 166

1040 受注者指定金融機関口座名義フリ
ガナ

X 40 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 40 167

1383 受注者側専用使用欄 M 120 MUﾚﾍﾞﾙ15 120 195 161 162 168 162 111 112

同　マルチ2回目 120 196 162 163 169 163 112 113

同　マルチ3回目 120 197 163 164 170 164 113 114

同　マルチ4回目 120 198 164 165 171 165 114 115

同　マルチ5回目 120 199 165 166 172 166 115 116

1384 発注者側専用使用欄 M 120 MVﾚﾍﾞﾙ1 5 120 200 166 167 173 167 116 117

同　マルチ2回目 120 201 167 168 174 168 117 118

同　マルチ3回目 120 202 168 169 175 169 118 119

同　マルチ4回目 120 203 169 170 176 170 119 120

同　マルチ5回目 120 204 170 171 177 171 120 121
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1 データ処理No. ９ 5 5 1

2 情報区分コード Ｘ 4 4 2

3 データ作成日 ９ 8 8 3

4 発注者コード Ｘ 12 12 4

5 受注者コード Ｘ 12 12 5

1197 サブセット・バージョン Ｘ 12 12 6

9 訂正コード Ｘ 1 1 7

1007 帳票No. Ｘ 14 14 8

1008 帳票年月日 ９ 8 8 9

1009 参照帳票No. Ｘ 14 14 10

1010 参照帳票年月日 ９ 8 8 11

1023 受注者コード２(発注者採番) Ｘ 10 10 12

1013 受注者名 Ｋ 40 40 13

1015 受注者代表者氏名 Ｋ 28 28 14

1017 受注者担当部署名 Ｋ 40 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 40 15

1018 受注者担当者名 Ｋ 20 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 20 16

1019 受注者担当郵便番号 Ｘ 10 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 10 17

1020 受注者担当住所 Ｋ 60 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 60 18

1021 受注者担当電話番号 Ｘ 15 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 15 19

1022 受注者担当FAＸ番号 Ｘ 15 M9ﾚﾍﾞﾙ1 1 15 20

1024 発注者名 Ｋ 56 56 21

1026 発注者代表者氏名 K 28 28 22

1028 発注者担当部署名 Ｋ 40 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 40 23

1029 発注者担当者名 Ｋ 20 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 20 24

1030 発注者担当郵便番号 Ｘ 10 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 10 25

1031 発注者担当住所 Ｋ 60 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 60 26

1032 発注者担当電話番号 Ｘ 15 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 15 27

1033 発注者担当ＦＡＸ番号 Ｘ 15 MAﾚﾍﾞﾙ1 2 15 28

1028 　マルチ2回目 40 29

1029 　マルチ2回目 20 30

1030 　マルチ2回目 10 31

1031 　マルチ2回目 60 32

1032 　マルチ2回目 15 33

1033 　マルチ2回目 15 34

1014 送り状案内 M 76 MQﾚﾍﾞﾙ1 39 76 35

同　マルチ2回目 76 36

同　マルチ3回目 76 37

同　マルチ4回目 76 38

同　マルチ5回目 76 39

同　マルチ6回目 76 40

同　マルチ7回目 76 41

同　マルチ8回目 76 42

同　マルチ9回目 76 43

同　マルチ10回目 76 44

同　マルチ11回目 76 45

同　マルチ12回目 76 46  



B.Ⅰ.CSV インタフェース機能 

Ver.2.1 ad.5 (2008.06.10) 88

   支払
通知

CI-NET LiteS定義
タグ 項目名 属

性
byt
e
数

小
数

マルチ 回
数

最
大
長

順
序

同　マルチ13回目 76 47

同　マルチ14回目 76 48

同　マルチ15回目 76 49

同　マルチ16回目 76 50

同　マルチ17回目 76 51

同　マルチ18回目 76 52

同　マルチ19回目 76 53

同　マルチ20回目 76 54

同　マルチ21回目 76 55

同　マルチ22回目 76 56

同　マルチ23回目 76 57

同　マルチ24回目 76 58

同　マルチ25回目 76 59

同　マルチ26回目 76 60

同　マルチ27回目 76 61

同　マルチ28回目 76 62

同　マルチ29回目 76 63

同　マルチ30回目 76 64

同　マルチ31回目 76 65

同　マルチ32回目 76 66

同　マルチ33回目 76 67

同　マルチ34回目 76 68

同　マルチ35回目 76 69

同　マルチ36回目 76 70

同　マルチ37回目 76 71

同　マルチ38回目 76 72

同　マルチ39回目 76 73

1035 受注者指定金融機関名 Ｋ 20 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 20 74

1036 受注者指定金融機関支店名 Ｋ 20 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 20 75

1037 受注者指定金融機関預金種 Ｋ 4 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 4 76

1038 受注者指定金融機関口座番
号

９ 14 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 14 77

1039 受注者指定金融機関口座名
義

Ｋ 40 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 40 78

1040 受注者指定金融機関口座名
義フリガナ

Ｘ 40 MSﾚﾍﾞﾙ1 1 40 79

1126 今回支払金額計 Ｎ 14  80

1127 控除・相殺金額明細計 Ｎ 14  81

1128 一括控除・相殺項目 Ｋ 40   M4ﾚﾍﾞﾙ1 15 40 82

1129 一括控除・相殺金額 Ｎ 14   M4ﾚﾍﾞﾙ1 15 14 83

1128 　マルチ2回目 40 84

1129 　マルチ2回目 14 85

1128 　マルチ3回目 40 86

1129 　マルチ3回目 14 87

1128 　マルチ4回目 40 88

1129 　マルチ4回目 14 89

1128 　マルチ5回目 40 90

1129 　マルチ5回目 14 91  
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1128 　マルチ6回目 40 92

1129 　マルチ6回目 14 93

1128 　マルチ7回目 40 94

1129 　マルチ7回目 14 95

1128 　マルチ8回目 40 96

1129 　マルチ8回目 14 97

1128 　マルチ9回目 40 98

1129 　マルチ9回目 14 99

1128 　マルチ10回目 40 100

1129 　マルチ10回目 14 101

1128 　マルチ11回目 40 102

1129 　マルチ11回目 14 103

1128 　マルチ12回目 40 104

1129 　マルチ12回目 14 105

1128 　マルチ13回目 40 106

1129 　マルチ13回目 14 107

1128 　マルチ14回目 40 108

1129 　マルチ14回目 14 109

1128 　マルチ15回目 40 110

1129 　マルチ15回目 14 111

1130 一括控除・相殺金額計 Ｎ 14  14 112

1131 控除・相殺金額合計 Ｎ 14  14 113

1132 調整後今回支払金額計 Ｎ 14  14 114

1133 今回支払金額内現金金額計 Ｎ 14  14 115

1134 今回支払金額内手形金額計 Ｎ 14  14 116

1135 今回支払金額内期日一括払
い金額計

Ｎ 14  14 117

1600 今回控除・相殺金残高 Ｎ 14 14 118

1601 前回控除・相殺金残高 Ｎ 14 14 119

1602 今回支払金額内ファクタリン
グ金額計

Ｎ 14     14 120

1603 今回支払金額内現金金額内 Ｎ 14 MXﾚﾍﾞﾙ1 3 14 121

1604 今回支払金額内現金金額金
融機関振込日内訳

９ 8 MXﾚﾍﾞﾙ1 3 8 122

1605 今回支払金額内現金金額摘
要

Ｋ 20 MXﾚﾍﾞﾙ1 3 20 123

1603 　マルチ2回目 14 124

1604 　マルチ2回目 8 125

1605 　マルチ2回目 20 126

1603 　マルチ3回目 14 127

1604 　マルチ3回目 8 128

1605 　マルチ3回目 20 129

1606 今回支払金額内手形金額内 Ｎ 14 MYﾚﾍﾞﾙ1 3 14 130

1607 今回支払金額内手形支払日
内訳

９ 8 MYﾚﾍﾞﾙ1 3 8 131

1608 今回支払金額内手形決済日
内訳

９ 8 MYﾚﾍﾞﾙ1 3 8 132
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   支払
通知

CI-NET LiteS定義
タグ 項目名 属

性
byt
e
数

小
数

マルチ 回
数

最
大
長

順
序

1609 今回支払金額内手形金額摘
要

Ｋ 20 MYﾚﾍﾞﾙ1 3 20 133

1606 　マルチ2回目 14 134

1607 　マルチ2回目 8 135

1608 　マルチ2回目 8 136

1609 　マルチ2回目 20 137

1606 　マルチ3回目 14 138

1607 　マルチ3回目 8 139

1608 　マルチ3回目 8 140

1609 　マルチ3回目 20 141

1610 今回支払金額内期日一括払
い金額内訳

Ｎ 14 MZﾚﾍﾞﾙ1 3 14 142

1611 今回支払金額内期日一括払
い支払日内訳

９ 8 MZﾚﾍﾞﾙ1 3 8 143

1612 今回支払金額内期日一括払
い金額摘要

Ｋ 20 MZﾚﾍﾞﾙ1 3 20 144

1610 　マルチ2回目 14 145

1611 　マルチ2回目 8 146

1612 　マルチ2回目 20 147

1610 　マルチ3回目 14 148

1611 　マルチ3回目 8 149

1612 　マルチ3回目 20 150

1613 今回支払金額内ファクタリン
グ金額内訳

Ｎ 14 MA1ﾚﾍﾞﾙ1 3 14 151

1614 今回支払金額内ファクタリン
グ支払日内訳

９ 8 MA1ﾚﾍﾞﾙ1 3 8 152

1615 今回支払金額内ファクタリン
グ決済日内訳

９ 8 MA1ﾚﾍﾞﾙ1 3 8 153

1616 今回支払金額内ファクタリン
グ金額摘要

Ｋ 20 MA1ﾚﾍﾞﾙ1 3 20 154

1613 　マルチ2回目 14 155

1614 　マルチ2回目 8 156

1615 　マルチ2回目 8 157

1616 　マルチ2回目 20 158

1613 　マルチ3回目 14 159

1614 　マルチ3回目 8 160

1615 　マルチ3回目 8 161

1616 　マルチ3回目 20 162

1620 手形送付先担当部署名 Ｋ 60 60 163

1621 手形送付先担当郵便番号 Ｘ 10 10 164

1622 手形送付先担当住所 Ｋ 60 60 165

1623 手形送付先担当電話番号 Ｘ 25 25 166

1624 手形送付先担当FAX番号 Ｘ 25 25 167

1630 支払通知内容問い合わせ先 Ｋ 76 MA2ﾚﾍﾞﾙ1 20 76 168

同　マルチ2回目 76 169

同　マルチ3回目 76 170

同　マルチ4回目 76 171  
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   支払
通知

CI-NET LiteS定義
タグ 項目名 属

性
byt
e
数

小
数

マルチ 回
数

最
大
長

順
序

同　マルチ5回目 76 172

同　マルチ6回目 76 173

同　マルチ7回目 76 174

同　マルチ8回目 76 175

同　マルチ9回目 76 176

同　マルチ10回目 76 177

同　マルチ11回目 76 178

同　マルチ12回目 76 179

同　マルチ13回目 76 180

同　マルチ14回目 76 181

同　マルチ15回目 76 182

同　マルチ16回目 76 183

同　マルチ17回目 76 184

同　マルチ18回目 76 185

同　マルチ19回目 76 186

同　マルチ20回目 76 187

1631 支払通知記載事項摘要 Ｋ 76 MA3ﾚﾍﾞﾙ1 30 76 188

同　マルチ2回目 76 189

同　マルチ3回目 76 190

同　マルチ4回目 76 191

同　マルチ5回目 76 192

同　マルチ6回目 76 193

同　マルチ7回目 76 194

同　マルチ8回目 76 195

同　マルチ9回目 76 196

同　マルチ10回目 76 197

同　マルチ11回目 76 198

同　マルチ12回目 76 199

同　マルチ13回目 76 200

同　マルチ14回目 76 201

同　マルチ15回目 76 202

同　マルチ16回目 76 203

同　マルチ17回目 76 204

同　マルチ18回目 76 205

同　マルチ19回目 76 206

同　マルチ20回目 76 207

同　マルチ21回目 76 208

同　マルチ22回目 76 209

同　マルチ23回目 76 210

同　マルチ24回目 76 211

同　マルチ25回目 76 212

同　マルチ26回目 76 213

同　マルチ27回目 76 214

同　マルチ28回目 76 215

同　マルチ29回目 76 216

同　マルチ30回目 76 217  
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(3) 明細情報部分(拡張子=DAT)のデータ項目記載順序 

設備 機器
見積 見積

CI-NET LiteS定義 依
頼

回
答

依
頼

回
答

設備
見積

設備
機器
見積

タグ 項目名 属
性

byt
e数

小
数

マルチ 回
数

最
大
長

順
序

順
序

順
序

順
序

txt
順序

txt
順序

1200 明細コード Ｘ 50 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 50 ● ● ● ● 1 1
1294 階層レベル 9 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2

1295 階層内通し番号 9 4 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 4

1288 明細データ属性コード Ｘ 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 1 ● ● ● ● 2 2
1289 補助明細コード Ｘ 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2 ● ● ● ● 3 3
1201 明細番号 Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25

1278 明細番号２ Ｘ 5 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 5

1203 明細別取引区分コード Ｘ 5 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 5 ○ ○ 4
1287 明細別材工共コード Ｘ 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2

1279 建設資機材コード Ｘ 40 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 40 ○ ○ ○ ○ 5 4
1280 コード送信側変換結果コード Ｘ 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2 ○ ○ 6
1281 建設資機材標準名称 K 240 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 240 ○ ○ ○ ○ 7 5
1282 コード受信側変換結果コード Ｘ 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2 ○ ○ 8
1405 C-CADEC機器分類コード X 40 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 40 ○ ○ 6
1213 品名・名称 M 54 M７ﾚﾍﾞﾙ2 2 54 ○ ○ ○ ○ 9 7
1214 規格・仕様・摘要 M 66 M７ﾚﾍﾞﾙ2 2 66 ○ ○ ○ ○ 10 8
1213 　マルチ2回目 54 11 9
1214 　マルチ2回目 66 12 10
1401 設計記号・機器記号 M 12 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12 ○ ○ 11
1402 工種・科目コード M 12 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12

1403 部位区分 M 12 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12

1211 摘要コード X 54 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 54 ○ ○ 13
1208 使用期間 Ｎ 5 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 9

1209 使用期間単位 M 6 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 6

1216 補助数量 Ｎ 7 3 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12

1217 補助数量単位 M 6 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 6

1218 明細数量 Ｎ 7 3 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12 ○ ○ ○ ○ 14 12
1219 明細数量単位 M 6 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 6 ○ ○ ○ ○ 15 13
1222 単価 Ｎ 12 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 15 ○ ○ ○ 16 14
1223 明細金額 N 12 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 13 ○ ○ ○ 17 15
1292 定価 N 12 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 15 ○ ○ ○ 18 16
1293 単価掛率 N 3 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 6

1404 仕分け区分 M 24 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 24

1247 明細別使用メーカーコード Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 ○ ○ 17
1248 明細別使用メーカー名 Ｋ 40 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 40 ○ ○ 18
1284 建設資機材メーカ・型番コード X 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 ○ ○ 19
1249 明細別使用商社コード Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25

1250 明細別使用商社名 Ｋ 40 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 40

1251 明細別備考欄 M 16 M8ﾚﾍﾞﾙ2 2 16 ○ ○ ○ ○ 19 20
1251 　同　マルチ2回目 16 20 21
1413 明細別変更コード Ｘ 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 1

設備見積依頼、回答は
ファイル１つ

設備機器
見積依
頼、回答
はファイル
１つ

依頼、回答は一ファイルの
同一フォーマット（並び順）
なので、各メッセージで使
用しないデータ項目の箇
所は何も記載しない（タブ
を連続させる）。
以下、同様。
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購買見積 注文 鑑変更
CI-NET LiteS定義 依頼 回答 不採

用
確定 請け 合意

申込
合意
承諾

タグ 項目名 属
性

byt
e数

小
数

回
数

マルチ 最
大
長

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

1200 明細コード Ｘ 50 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 50 1 1 1 1 1 1

1288 明細データ属性コード Ｘ 1 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 1 2 2 2 2 2 2

1289 補助明細コード Ｘ 2 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 2 3 3 3 3 3 3

1201 明細番号 Ｘ 25 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 25 4 4 4 4 4 4

1278 明細番号２ Ｘ 5 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 5 5 5 5 5 5 5

1203 明細別取引区分コード Ｘ 5 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 5 6 6 6 6 6 6

1287 明細別材工共コード Ｘ 2 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 2 7 7 7 7 7 7

1279 建設資機材コード Ｘ 40 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 40 8 8 8 8 8 8

1280 コード送信側変換結果コード Ｘ 2 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 2 9 9 9 9 9 9

1281 建設資機材標準名称 K 240 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 240

1282 コード受信側変換結果コード Ｘ 2 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 2 10 10 10 10 10 10

1211 摘要コード X 54 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 54

1213 品名・名称 M 54 2 M７ﾚﾍﾞﾙ2 54 11 11 11 11 11 11

1214 規格・仕様・摘要 M 66 2 M７ﾚﾍﾞﾙ2 66 12 12 12 12 12 12

1213 　マルチ2回目 54 13 13 13 13 13 13

1214 　マルチ2回目 66 14 14 14 14 14 14

1208 使用期間 Ｎ 5 2 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 9 15 15 15 15 15 15

1209 使用期間単位 M 6 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 6 16 16 16 16 16 16

1216 補助数量 Ｎ 7 3 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 12 17 17 17 17 17 17

1217 補助数量単位 M 6 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 6 18 18 18 18 18 18

1218 明細数量 Ｎ 7 3 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 12 19 19 19 19 19 19

1219 明細数量単位 M 6 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 6 20 20 20 20 20 20

1222 単価 Ｎ 12 1 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 15 21 21 21 21 21 21

1223 明細金額 N 12 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 13 22 22 22 22 22

1292 定価 N 12 1 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 13

1247 明細別使用メーカコード Ｘ 25 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 25 22 23 23 23 23 23

1248 明細別使用メーカ名 Ｋ 40 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 40 23 24 24 24 24 24

1249 明細別使用商社コード Ｘ 25 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 25 24 25 25 25 25 25

1250 明細別使用商社名 Ｋ 40 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 40 25 26 26 26 26 26

1251 明細別備考欄 M 16 2 M8  ﾚﾍﾞﾙ 16 26 27 27 27 27 27

　同　マルチ2回目 16 27 28 28 28 28 28

1413 明細別変更コード Ｘ 1 ∞ M6ﾚﾍﾞﾙ1 1 28 29  
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   注文 打切 出来高 請求 立替
CI-NET LiteS定義 確

定
請
け

申
込

承
諾

通
知

要
請

報
告

確
認

請
求

確
認

報
告

確
認

タグ 項目名 属
性

byt
e数

小
数

マルチ 回
数

最
大
長

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

順
序

明細情報部分 注：明細行無しのメッセージでは、明細情報部の必須項目も不要。

1200 明細コード Ｘ 50 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 50 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1288 明細データ属性コード Ｘ 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

1289 補助明細コード Ｘ 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

1201 明細番号 Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

1278 明細番号２ Ｘ 5 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

1203 明細別取引区分コード Ｘ 5 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

1287 明細別材工共コード Ｘ 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

1279 建設資機材コード Ｘ 40 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 40 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

1280 コード送信側変換結果コード Ｘ 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1282 コード受信側変換結果コード Ｘ 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

1213 品名・名称 M 54 M７ﾚﾍﾞﾙ2 2 54 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

1214 規格・仕様・摘要 M 66 M７ﾚﾍﾞﾙ2 2 66 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

1213 　マルチ2回目 54 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

1214 　マルチ2回目 66 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14

1208 使用期間 Ｎ 5 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 9 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15

1209 使用期間単位 M 6 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 6 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16

1216 補助数量 Ｎ 7 3 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17

1217 補助数量単位 M 6 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 6 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

1218 明細数量 Ｎ 7 3 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19

1219 明細数量単位 M 6 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 6 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

1222 単価 Ｎ 12 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 15 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21

1223 明細金額 N 12 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 13 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22

1247 明細別使用メーカコード Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 23 23 23 23 23 23 23 23 23 23

1248 明細別使用メーカ名 Ｋ 40 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 40 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

1249 明細別使用商社コード Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

1250 明細別使用商社名 Ｋ 40 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 40 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1251 明細別備考欄 M 16 M8ﾚﾍﾞﾙ2 2 16 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 23 23

同　マルチ2回目 16 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 24 24

1413 明細別変更コード Ｘ 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 1 29 29 29 29 29

1400 明細別注文番号枝番 X 2 ∞ 2 30 30 30 30 30 29 29

1298 契約使用期間 Ｎ 5 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 9 31 31 31 29 31 31 30 30

1299 契約補助数量 Ｎ 7 3 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12 32 32 32 30 32 32 31 31

1224 契約数量明細 Ｎ 7 3 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12 33 33 33 31 33 33 32 32

1225 契約金額明細 N 12 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 13 34 34 34 32 34 34 33 33

1232 前回迄累積出来高数量明細 Ｎ 7 3 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12 35 35 35 35 35 34 34

1296 前回迄累積出来高明細別単価
出来高率

N 3 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 6 36 36 36 36 36 35 35

1233 前回迄累積出来高金額明細 N 12 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 13 37 37 37 37 37 36 36

1234 今回迄累積出来高数量明細 Ｎ 7 3 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 12 38 38 38 38 38 37 37

1297 今回迄累積出来高明細別単価
出来高率

N 3 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 6 39 39 39 39 39 38 38

1235 今回迄累積出来高金額明細 N 12 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 13 40 40 40 40 40 39 39

1206 使用期間開始日 X 8 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 8 41 41 41 41 41 40 40 25 25

1207 使用期間締切日 X 8 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 8 42 42 42 42 42 41 41 26 26  
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   支払
通知

CI-NET LiteS定義
タグ 項目名 属

性
byt
e
数

小
数

マルチ 回
数

最
大
長

順
序

明細情報部分
1200 明細コード Ｘ 50 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 50 1

1288 明細データ属性コード Ｘ 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 1 2

1289 補助明細コード Ｘ 2 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 2 3

1201 明細番号 Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 4

1278 明細番号２ Ｘ 5 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 5 5

1202 明細別発注者担当部署
コード

Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 6

1204 明細別参照帳票No. Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 7

1212 明細別取引件名（支払件
名）

Ｋ 60 M7ﾚﾍﾞﾙ2 2 60 8

同　マルチ2回目 60 9

1241 今回支払金額明細 N 14 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 14 10

1242 控除・相殺金額明細 N 14 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 14 11

1420 明細別工事コード Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 12

1421 明細別取引件名コード Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 13

1422 明細別発注者管理番号 Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 14

1423 明細別工事場所・受渡し場
所名称

Ｋ 76 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 76 15

1424 明細別工事場所・受渡し場
所電話番号

Ｘ 25 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 25 16

1425 明細別支払区分 Ｘ 10 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 10 17

1426 明細別CI-NET区分コード Ｘ 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 1 18

1427 請求出来高立替控除区分
コード

Ｘ 1 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 1 19

1430 明細別原価要素名 Ｋ 20 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 20 20

1431 明細別原価要素コード Ｘ 5 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 5 21

1432 明細別原価科目名 Ｋ 20 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 20 22

1433 明細別原価科目コード Ｘ 5 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 5 23

1434 明細別原価細目名 Ｋ 20 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 20 24

1435 明細別原価細目コード Ｘ 5 M6ﾚﾍﾞﾙ1 ∞ 5 25  
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Ⅱ．設備見積・設備機器見積メッセージの CSV フォーマット 
 
 本章は、「Ⅰ．CSV インタフェース機能」に統合する。 2005.07.01 
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